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世
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説

旧
帝
国
領
内
の
被
支
配
諸
民
族
が
分
離
・
独
立
し
た
あ
と
の
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
立
場
は
、
は
な
は
だ
微
妙
で
あ
っ
た
Q

論

一
九
一
八
年
十
一
月
の
帝
国
崩
壊
の
あ
と
、
彼
ら
に
は
、
四
つ
の
可
能
性
が
あ
っ
た
。
第
一
は
、
彼
ら
だ
け
で
単
独
に
一
つ
の
独
立
国

を
樹
立
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
彼
ら
が
最
も
望
む
こ
と
の
少
な
か
っ
た
方
策
で
あ
っ
た
。
第
二
は
、
ド
イ
ツ
固
と
の
合
併
〉
ロ
l

m
n
r
E訟
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
大
多
数
の
人
々
に
望
ま
れ
て
い
た
。
第
三
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ベ

I
ラ
・
ク
ン
切
色
白
烈
ロ
ロ
共
産
政
権
と

の
連
繋
で
あ
り
、
た
し
か
に
一
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
共
産
主
義
者
の
活
動
範
囲
に
引
き
入
れ
ら
れ
る
か
も
し
れ
ぬ
可
能
性
を
も
っ
て
い

た
。
第
四
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
新
興
諸
民
族
国
家
と
結
び
つ
け
て
、
旧
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
の
領
域
内
に
一
つ
の
政
治
的
な
い
し
経
済

的
連
合
体
(
ド
ナ
ウ
連
合
〉
を
樹
立
す
る
構
想
で
あ
り
、
こ
れ
は
協
商
国
側
に
支
持
さ
れ
て
い
た
。

以
上
の
う
ち
第
四
の
道
は
、
新
興
継
承
諸
国
の
内
部
に
反
対
が
あ
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
の
大
部
分
も
こ

れ
を
希
望
し
な
か
っ
た
た
め
に
、
理
論
的
可
能
性
以
上
の
も
の
に
発
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、

ド
イ
ツ
国
と
の
合
併

な
い
し
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
同
盟
は
、
現
実
に
あ
り
う
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
前
者

稿
で
詳
し
く
検
討
し
た
の
で
、
本
稿
で
は
、
後
者
に
つ
い
て
立
ち
入
っ
た
考
察
を
行
な
う
こ
と
に
す
る
。
k
p
ロ∞

n
z
g印

に
つ
い
て
は
、
別

一
九
一
九
年
三
月
ハ
ン
ガ
リ
ー

に
成
立
し
た
ベ

1

ラ
・
ク
ン
共
産
政
権
は
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
固
に
ど
の
よ
う
に
働
き
か
け
、

ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
は
ど

の
よ
う
な
活
動
を
行
な
っ
た
か
、
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
府
お
よ
び
社
会
民
主
党
は
ど
の
よ
う
に
反
応
し
た
か
を
、
協
商
諸

国
や
ソ
連
の
態
度
と
関
連
さ
せ
つ
つ
可
能
な
か
、
ぎ
り
詳
細
に
跡
づ
け
、

か
に
す
る
の
が
、
こ
の
論
文
の
主
要
な
目
的
で
あ
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
経
過
の
う
ち
に
み
ら
れ
る
重
要
な
特
徴
を
明
ら

ハ
1
〉
拙
稿
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
カ
リ
l
帝
国
の
解
体
と
〉
宮
町
EEω
問
題
|
|
一
九
一
八
i
一
九
年
の
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
閣
の
立
場
を
中
心

に
」
『
西
洋
史
学
』
一

O
四
(
一
九
七
七
)
。

〈

2
)

本
稿
は
次
の
諸
研
究
に
負
う
こ
と
ろ
が
多
い
。

国・

ω
Z
2
2
・
0
公
D
閃
日
凶
作
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戸
H
M
L
ι

広
三
〉
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n
E
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0
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0
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叫
ん
凶
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一九一九年のオーストリア社会民主党とハγガリー・ソヴェト共和国の関係
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E
F
t司
ぽ
ロ
・
一
回
吋
口

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
成
立
と
国
際
環
境

第
一
次
大
戦
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
の
軍
事
的
敗
北
は
、
従
属
諸
民
族
の
独
立
運
動
を
促
進
し
て
こ
の
国
の
解

体
を
決
定
的
な
も
の
に
す
る
と
同
時
に
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
で
も
、
貴
族
を
中
心
と
す
る
旧
支
配
勢
力
の
政
策
を
完
全
に
破
産
さ
せ
た
。
一
九

一
八
年
十
月
二
十
五
日
、
進
歩
的
貴
族
ミ
ハ

l
イ
・
カ
l

ロ
イ

E
Fと
可
問
山

HE--
が
ブ
ル
ジ
ョ
ア
反
対
派
お
よ
び
社
会
民
主
党
と
と
も

に
ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
会
議
を
結
成
し
て
、
そ
の
議
長
と
な
っ
た
が
、
月
末
に
は
ブ
ダ
ベ
ス
ト
に
民
衆
の
蜂
起
が
お
こ
り
、

こ
う
し
た
状
況

の
な
か
で
カ
l

ロ
イ
が
首
相
に
任
命
さ
れ
、
十
一
月
一
日
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
の
連
帯
を
絶
っ
た
。
十
三
日
、

ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
家
最
後
の
王

カ
ー
ル
関
白
ユ
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
支
配
権
を
放
棄
し
た
あ
と
、
十
六
日
、
旧
ハ
ン
ガ
リ
ー
議
会
は
そ
の
機
能
を
国
民
会
議
に
委
譲

カ
l
ロ
イ
を
臨
時
大
統
領
兼
首
相
に
選
ん
だ
。

圏
内
で
は
思
い
き
っ
た
社
会
改
革
を
実
行
し

し
て
解
散
し
、
国
民
会
議
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
民
主
共
和
国
の
成
立
を
宣
言
す
る
と
と
も
に
、

カ
l

ロ
イ
政
権
の
課
題
は
、
新
独
立
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
際
的
地
位
を
安
定
さ
せ
る
一
方
、

し
か
し
こ
の
政
権
は
、
協
商
国
の
支
持
を
得
る
こ
と
も

て
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
民
主
主
義
の
現
実
的
基
盤
を
つ
く
り
出
す
こ
と
で
あ
っ
た
が
、

で
き
な
け
れ
ば
、
国
内
の
改
革
に
も
成
功
し
な
か
っ
た
。
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当
時
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、
戦
争
に
よ
る
一
般
的
悪
化
の
ほ
か
に
、
従
属
諸
民
族
の
離
脱
、
数
百
万
の
マ
ジ
ャ

l
ル
人
の
意
に
反
し
た
切

断
な
ど
が
、
協
商
国
に
よ
る
き
び
し
い
取
扱
い
と
結
び
つ
い
て
、
人
々
を
絶
望
的
な
気
持
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
、
園

内
政
治
の
重
心
は
急
速
に
左
へ
傾
い
て
い
っ
た
o

ロ
シ
ア
十
月
革
命
の
実
例
と
、
ロ
シ
ア
で
訓
練
を
う
け
た
共
産
主
義
者
た
ち
の
宣
伝
活



言党

動
と
は
、
動
揺
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
人
の
う
え
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
o

す
で
に
一
九
一
八
年
一
二
月
二
十
四
日
、
ロ
シ
ア
で
は
、

ガ
リ
l
人
捕
虜
た
ち
に
よ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
主
義
者
グ
ル
ー
プ
が
組
織
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
大
部
分
は
カ
l
ロ
イ
政
権
下
に
帰
国

さβ為

filffi 

し
、
凶
内
の
左
翼
諸
派
を
結
集
し
て
、
十
一
月
二
十
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
党
を
設
立
し
、
武
装
蜂
起
に
よ
る
政
権
の
奪
取
、
プ
ロ
レ
タ
リ

ア
独
裁
の
樹
立
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
宣
伝
と
一
扇
動
を
行
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
民
主
党
指
導
部
の
方
針
と
対
立
す
る

も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
後
者
は
労
働
組
合
と
ザ
ブ
タ
ペ
ス
ト
労
働
者
協
議
会
(
ソ
ヴ
ェ
ト
)

か
ら
共
産
党
員
を
排
除
す
る
こ
と
を
指
令
し
、

一
九
一
九
年
二
月
二
十
日
共
産
党
デ
モ
隊
と
告
官
隊
と
の
衝
突
事
件
が
お
こ
っ
た
直
後
、

カ
l
ロ
イ
は
社
会
民
主
党
の
要
請
に
も
と
づ
い

て
、
ベ

l
ラ
・
ク
ン
を
は
じ
め
共
産
党
幹
部
の
大
部
分
を
逮
捕
し
た
。

し
か
し
こ
れ
は
か
え
っ
て
労
働
運
動
を
急
進
化
さ
せ
、
む
し
ろ
カ
l
ロ
イ
政
府
の
孤
立
を
深
め
る
結
果
に
な
り
、

正
が
こ
れ
に
追
討
ち
を
か
け
た
。
三
月
二
十
日
、
連
合
国
家
事
代
表
ヴ
ィ
ク
ス

さ
ら
に
連
合
同
の
強

〈
可
討
中
佐
は
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
に
よ
る
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ

ニ
ア
全
土
の
占
領
を
カ

l
ロ
イ
内
閣
に
通
告
し
た
が
、
こ
れ
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
と
っ
て
、

全
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
爽
失
を
意
味
す
る

も
の
で
あ
っ
た
o

カ
l

ロ
イ
は
自
由
主
義
的
・
共
和
主
義
的
な
政
治
家
で
あ
り
、

親
連
合
国
的
感
情
の
持
主
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、

こ
の
絞
後
通
牒
に
接
し
て
も
は
や
協
商
国
側
か
ら
何
も
期
待
で
き
な
い
と
い
う
結
論
に
達
し
、
辞
職
を
決
意
し
た
。
彼
は
労
働
知
合
に
支

持
さ
れ
た
社
会
民
主
党
単
独
内
閣
の
結
成
を
提
案
し
た
が
、
翌
二
十
一
日
の
社
会
民
主
党
執
行
委
員
会
は
、
協
商
国
・
旧
支
配
勢
力
の
反

革
命
・
共
産
主
義
運
動
の
三
方
面
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
破
目
に
陥
る
こ
と
を
恐
れ
て
、

カ
l
ロ
イ
に
無
断
で
共
産
党
と
の
統
一
を
決
定
し
、

は
中
の
ベ

l
ラ
・
ク
ン
ら
共
産
党
指
導
者
た
ち
と
交
渉
し
て
、
彼
ら
の
意
向
に
添
っ
た
合
同
協
定
を
作
成
し
、

」
こ
に
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

l

ト
独
裁
を
か
か
げ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
-
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
が
成
立
し
た
。
新
革
命
政
府
は
社
会
民
主
党
の
ガ
ル
パ
イ

C
R
σ
3
が
議
長
で
あ

っ
た
が
、
外
務
人
民
委
員
に
な
っ
た
ベ

l
ラ
・
ク
ン
が
中
心
的
地
位
を
占
め
た
。
こ
う
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
、

ブ
ル
ジ
ョ
ア
派
中
道
政

権
の
破
産
と
社
会
民
主
党
の
共
産
党
へ
の
援
近
に
よ
っ
て
、

)
の
よ
う
な
権
力
の
平
和
的
移

一
挙
に
ソ
ヴ
ェ
卜
共
和
国
が
出
現
し
た
が
、

ノ、

ン
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行
を
促
進
し
た
主
要
な
原
因
が
、
協
商
国
側
の
高
圧
的
態
度
と
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ロ
シ
ア
へ
の
期
待
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
に
値
す
る
。

と
こ
ろ
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
新
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
は
、
当
初
か
ら
近
隣
の
新
興
諸
国
に
脅
か
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンカリー・ソヴェト共和国の関係

民
族
革
命
の
敵
で
あ
る
よ
う
に
み
え
た
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
を
嫌
い
、

ま
た
こ
れ
に
恐
怖
を
感
じ
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る

凶
月
か
ら
ル
ー
マ
ニ
ア
寧
と
チ
ェ
コ
軍
の
攻
撃
が
始
ま
っ
た
。

軍
事
行
動
の
準
備
を
は
じ
め
、

一
方
、

連
合
諸
国
は
い
う
ま
で
も
な
く
新

ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
打
倒
を
望
み
、
旧
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
領
土
を
新
興
諸
国
の
前
に
好
餌
と
し
て
ち
ら
つ
か
せ
つ
つ
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・

ハ
ン
ガ

リ
l
包
閤
網
の
完
成
を
最
大
の
日
標
に
し
た
。
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
の
帰
趨
は
ま
こ
と
に
主
大
で
あ

っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
も
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
成
立
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
。

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、
明
ら
か
に
、

」
れ
に
よ
っ
て

自
己
の
立
場
を
強
化
し
、
敵
志
に
充
ち
た
包
囲
陣
を
破
る
こ
と
が
期
待
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。
ソ
連
は
、
も
と
よ
り
共
産
主
義
の
急
速
な

膨
脹
を
望
ん
で
い
た
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
共
産
主
義
運
動
を
強
化
し
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
へ
ソ
ヴ

ェ
ト
基
地
を
拡
げ
る
こ

uu
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。
四
月
は
じ
め
に
ミ
ュ
ン
ヘ
ゾ
で
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
は
、

の

よ
う
な
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
発
展
の
き
ざ
し
と
し
て
モ
ス
ク
ワ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
を
元
気
づ
け
、

四
月
一
日
の
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ア
は
、

ウ
ィ
ー
ン
は
す
で
に
「
赤
く
な
り
は
じ
め
て
」
お
り
、
「
ま
も
な
く
完
全
に
赤
く
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
お
よ

他
方
連
合
国
側
に
と
っ
て
も
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
特
に
そ
の
社
会
民
主
党
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
新
事
態
に
ど
う
対
処
す
る
か

は
、
重
大
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。

北法27(3・4-5)363

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
成
立
が
西
側
の
非
妥
協
的
な
政
策
の
結
果
で
も
あ
っ
た
だ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
社
会
革
命
の
方
向
に
動
く
か
も
し
れ
ぬ
と
い
う
協
商
諸
国
の
不
安
は
大
き
く
、

け
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
政
権
の
指
導

者
た
ち
が
西
方
に
貧
欲
な
日
を
投
げ
か
け
た
と
き
、
彼
ら
の
懸
念
は
さ
ら
に
増
大
し
た
。
四
月
は
じ
め
、

ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
が
ハ
ン
ガ

リ
ー
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
経
て
南
ド
イ
ツ
に
発
展
す
る
き
ざ
し
を
み
せ
た
こ
と
は
、
パ
リ
講
和
余
議
に
も
陪
郎
防
を
投
げ
か
け
た
。
講
和



説

会
議
、
が
ス
マ
ッ
ツ
将
竿
』
白
ロ
の
F
江
田
江
田
口

ω自
己
∞
を
ブ
タ
ペ
ス
ト
・
。
フ
ラ
ハ
・
ウ
ィ
ー
ン
に
特
派
し
た
こ
と
は
、
こ
う
し
た
懸
念
の
公

然
た
る
表
明
で
あ
っ
た
。
も
し
ソ
連
が
、
以
前
中
欧
を
支
配
し
た
ド
イ
ツ
人
お
よ
び
マ
ジ
ャ

l
ル
人
と
の
連
携
に
成
功
す
る
な
ら
ば
、

論

ー
ラ
ン
ド
や
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
の
よ
う
な
連
合
国
の
息
の
か
か
っ
た
近
隣
の
新
興
諸
国
は
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
危
険
が
あ
っ
た
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
、
武

(
5〉

器
や
義
勇
軍
の
提
供
、
外
交
的
承
認
を
含
む
い
っ
さ
い
の
援
助
を
拒
否
す
る
こ
と
を
希
望
し
た
。
彼
ら
の
最
大
の
目
標
は
、
西
部
ハ
ン
ガ

リ
ー
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
聞
を
不
和
に
し
、
必
要
な
場
合
に

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
対
ハ
ン
ガ
リ
ー
作
戦
の
基
地
と
し
て
使
用
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
倒
壊
を
促
進
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

西
側
列
強
は
こ
う
し
た
事
態
を
極
力
防
止
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、

次
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
事
情
を
み
よ
う
。

一
九
一
八
年
十
一
月
に
成
立
し
た
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
悶
の
新
内
閣
は
、

社
会
民

主
党
と
キ
リ
ス
ト
教
社
会
党
の
連
合
体
で
あ
っ
た
が
、
前
者
が
主
力
を
な
し
、
首
相
に
は
同
党
の
カ

l
ル
・
レ
ン
ナ
l

訳
出
ユ
一
月

2
ロ巾円、

〉
門
出
巾
円
、
が
就
任
し
て
い
た
。
当
時
、
有
産
者
グ
ル
ー
プ
や
ブ
ル
ジ
ョ
ア
諸
政

党
は
、
軍
隊
と
警
察
と
い
う
伝
統
的
支
柱
を
失
い
、
革
命
の
恐
怖
に
お
び
え
て
、
守
勢
に
立
っ
て
い
た
が
、
同
時
に
ま
た
新
オ
l
ス
ト
リ

外
相
に
は
同
じ
く
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ア

l
ド
ラ

l

ぐ

-rZ円

ア
は
、
重
大
な
経
済
的
困
難
に
直
面
し
て
い
た
。
工
業
製
品
の
市
場
が
失
わ
れ
、
原
料
・
食
糧
の
供
給
地
が
も
ぎ
と
ら
れ
た
う
え
に
、

興
継
承
諸
国
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
強
い
敵
意
を
抱
い
て
、
一
両
い
関
税
障
壁
を
設
け
て
い
た
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
は
逼
迫
し
、
休

戦
後
も
し
ば
ら
く
連
合
国
側
の
封
鎖
が
続
い
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

一
段
と
悪
化
し
た
。
こ
の
よ
う
な
窮
状
は
、

軍
隊
の
解
体
と
失
業
の
地

大
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
め
ら
れ
、
大
衆
は
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
、
深
い
絶
望
感
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
た
。

こ
う
し
た
状
況
の
も
と
で
、
社
会
民
主
党
に
支
配
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
閣
は
、

共
産
党
お
よ
び
急
進
化
し
た
労
働
者
階
級
の
つ
よ

い
正
力
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

一
九
一
八
年
十
一
月
三
日
正
式
に
成
立
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
は
、

弱
小
で
は
あ
っ
た

が
、
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
樹
立
を
声
高
く
叫
ん
で
宣
伝
に
努
め
て
お
り
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
間
で
も
、

新
た
に
説
場
し
た
共
産
主
義 ポ

北11;27(3・4-6)364

新



へ
の
同
情
、
漠
然
と
し
た
親
ロ
シ
ア
的
感
情
が
支
配
し
て
お
り
、
な
お
社
会
民
主
党
の
指
導
下
に
あ
っ
た
大
衆
も
、

を
好
意
的
に
眺
め
て
い
た
。

共
産
主
義
者
の
努
力

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和国の関係

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
成
立
し
た
直
後
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
圏
内
事
情
に
つ
い
て
、
鋭
い
外
交
的
観
察
者
、

l
リ
ッ
ジ
教
授
〉
R
E
E
E
(
U
o♀
正
常
は
、
四
月
七
日
、
パ
リ
の
講
和
交
渉
委
員
会
に
あ
て
て
、
「
ウ
ィ
ー
ン
の
警
察
長
官
ヨ
ハ
ン
・
シ

ョ

l
バ

l

F
ゲ山口ロ

ω与
与
2
は
憂
欝
な
精
神
状
態
に
あ
る
」
こ
と
、
「
ほ
と
ん
ど
す
べ
て
の
も
の
が
不
足
し
、
物
価
は
暴
騰
の
一
路
を

ア
メ
リ
カ
の
ク

辿
っ
て
い
る
」
こ
と
、
「
失
業
者
は
多
数
に
の
ぼ
り
、
経
済
と
財
政
の
状
態
は
悲
惨
で
あ
る
」
こ
と
を
報
告
し
、
当
地
の
状
況
に
つ
い
て
の

と
書
い
て
い
る
。
同
時
に
彼
は
、

自
分
の
印
象
は
「
気
の
め
い
る
よ
う
な
も
の
」
で
あ
る
、

こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ

ム
が
成
長
を
遂
げ
つ
つ
あ
る
こ
と
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
例
は
疑
い
も
な
く
ウ
ィ
ー
ン
の
人
々
に
刺
激
を
考
え
て
い
る
こ
と
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア

ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
す
で
に
数
人
の
著
名
な
扇
動
家
が
活
動
を
は
じ
め
る
た
め
に
ウ
ィ
ー
ン

ハ
7
)

に
や
っ
て
き
た
と
の
噂
が
あ
る
こ
と
、
な
ど
を
伝
え
て
い
る
。

と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
関
係
は
な
お
緊
密
で
あ
り
、

一
九
一
八
年
の
春
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
駐
在
し
た
西
側
の
外
交
的
代
表
者
た
ち
は
、

」
の
国
の
危
険
な
経
済
状
況
に
つ
い
て
意
見
が
一
致

し
て
い
た
、
が
、
同
時
に
彼
ら
は
、
全
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
見
地
か
ら
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
波
を
く
い
止
め
る
こ
と

の
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
か
ら
、
彼
ら
の
利
害
と
感
情
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
知
ら
せ
、

」
れ
に
圧
力
を
か
け
る
こ
と
に
師
時
し
な

、
‘
つ
-
-
。

カ

J
J

ウ
ィ
ー
ン
駐
在
の
イ
ギ
リ
ス
代
表
で
た
ま
た
ま
ブ
ダ
ベ
ス
ト
に
来
て
い
た
カ
ニ

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
成
立
し
た
数
日
後
、

iヒ法27(3・4-7)365

ン
ガ
ム
大
佐
。
。
-
。
ロ
巾
-

H，
r
o
g
g
(リ
ロ
ロ
口
一
口
問
}
戸
山
田
巾
は
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
駐
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
〈
C
ロ
の
戸
。
Eon-戸

に
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
完
全
に
見
捨
て
て
、

イ
ギ
リ
ス
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
方
に
顔
を
向
け
る
よ
う
忠
告
し
」
、
こ
の
見
解
を
本
国
の
外
相
オ

ッ
ト

l

・
パ
ウ
ア

1
0
2
0
切
白

5
H
(彼
は
ヴ
ィ
ク
ト
ル
・
ア

l
ド
ラ

i
急
死
の
あ
と
を
う
け
て
、

一
八
年
十
一
月
外
相
に
な
っ
て
い
た
)



説

お
よ
び
首
相
レ
ン
ナ

I
に
伝
え
る
よ
う
希
望
し
た
が
、
そ
の
際
彼
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
は
食
料
を
得
る
希
望
さ
え
な

(
8
)
 

い
が
、
協
商
国
は
エ
ル
ベ
川
経
由
で
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
食
糧
の
供
給
を
は
か
る
で
あ
ろ
う
と
付
け
加
え
た
。
西
側
列
強
は
、

ウ

北法27(3・4-8)366

.:Jh.. 
fjlHJ 

ィ
ー
ン
に
対
し
て
時
に
は
救
い
の
手
を
の
ベ
時
に
は
警
告
と
脅
迫
を
加
え
る
と
い
う
、
鉛
と
答
の
政
策
を
進
め
た
の
で
あ
る
。

(
1
〉
ハ
ン
カ
リ
l
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
斎
藤
稔
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
(
一
九
一
九

)
lー
そ
の
成
立
と
崩

壊
」
『
歴
史
学
研
究
』
二
回
同
げ
(
一
九
六

O
)
参
照
。

(
2〉
円

N
Z
ω
t
F
包
己
n
r
N
?

(
3
)

同
一
》
】
仏
よ
〉
官
ニ
一
-

(
4
)
E
P
O
L
U
円
、

2
・
J

5円
E
E
3
2
F
a
g
L
毛
色
昨
日

F
L
m
B
:
E
F
ユ
E
L
u
s
i
-
-
E
u
u
J
〉

E
Z
E
百
件
。
ミ

J
E号
B
F
〈

O]
・

日〈
l
〈・

3
8
i
Z
2・
℃
-
会
・

(
5
)

そ
れ
ゆ
え
、
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
凶
が
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
間
に
「
外
交
関
係
を
樹
立
し
た
"
」
と
」
は
、
「
協
商
問
の
公
的
サ
ー
ク
ル

の
聞
に
、
特
に
ア
メ
リ
カ
人
に
、
非
常
に
わ
る
い
印
象
を
」
つ
く
り
あ
げ
て
し
ま
っ
た
。
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
、
れ
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
ダ
イ
ム
U
3
5

伯
は
、
本
国
の
パ
ウ
ア
!
外
相
に
、
ア
メ
リ
カ
公
使
が
彼
に
こ
の
よ
う
に
伝
え
た
と
報
告
し
て
い
る

o
Z
E
m
-
-
E
C
ア
E
L
ω
g弘
E
2
7
2
w
巧
Z
P

(
以
下
回
民
ω〉
と
附
附
記
す
る
)
目
的
N
-
M
m
M
-
p
r
M
L
E
E
r
r
L
2
ω
官
民
間
。
r
E忌
2
0円
・
。
2
9
E
5吋
一
回
一
∞
一
回
一
?
明
D
E
q
z
h
C口問一
ω
3・

〉日】口一

ω
一
戸
。
=
・
之
、
『
}
弔
問
リ
可
抗
丹

hkcA
ユω
=
岡山内向)乙)]】凸

ω
口
ι
ω
D
i
a
出回口
mRUXJJ『
0
5
E
-
c『
(

リ

g
tと
開
口
円
。
司
自
己
〉
ロ
E
H
F
〈
c
-
-
M
U
F
Z
0・
M

G
三
子
呂
田

5
・
H

V

-

叫
目
以
ド
ロ
出
ωkr
の
史
料
は
主
と

L
て
戸
D
4
の
引
用
分
に
よ
る
。

(
6
)

内
〈
・

ω口
7
5
5
E
m
m
-
ζ
句
〉
己
山
門
司
岡
山
凶
〕
4
2〈
J円
DHrzω
∞
w円
y

品
目
は
、
多
く
の
も
の
が
「
お
ど
さ
れ
て
い
た
」
こ
と
を
必
め
て
い
る
。

(
7
)
F
3山
口

F
E
H
O
B
O
ご
Z

E
丘町
ι
ω
E
F
F
2
F
3
Pロ『
2
2
F
M
何回(巧
5
r
z
g
z
E
3
・

M∞吋

ハ
8
)
民
国
ω
k
f
Hり
E
N
N
E
-
町

(E-m門

F

h
ロ
D
E
E
r頃
宮
昨
日
町
-
一
回
一
∞
・
ハ
ン
カ
リ
l
に
お
け
る
諸
事
件
の
進
行
に
つ
い
て
協
商
国
側
、
が
不
安
を
も

っ
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
、
お
よ
び
、
共
産
主
義
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
拡
が
る
危
険
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
プ
ダ
ベ
ス
ト
か
ら
だ
け
で
な
く
、
ベ
ル
ン
お

よ
び
コ
ベ
ン
ハ

l
ゲ
ン
駐
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
か
ら
も
ウ
ィ
ー
ン
に
届
い
た
。

HrE-
∞
日
。
口
《
凶
作
〈
E
u
r
F
S
F
E
H
N
N∞・



ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
政
権
の
働
き
か
け
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
対
応

1
1
1第
一

期

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソ'/ェト共和国の関係

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
ソ
ワ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
態
度
を
、
時
間
の
経
過
に
添
い
な
が
ら
、

四
つ
の
時
期
に

そ
こ
で
次
に
、

わ
け
て
具
体
的
に
詳
し
く
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
内
閣
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
政
権
の
働
き
か
け
に
応
ず
る

は
た
し
て
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
か
。

一
九
一
九
年
三
月
二
十
二
日
、

可
能
性
は
、

ブ
タ
ペ
ス
ト
駐
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
は
、

カ

l

ロ
イ
の
辞
任
と
共
産
政
権
の
成

立
を
本
国
の
パ
ウ
ア

l
外
相
に
報
告
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
る
べ
き
政
策
に
つ
い
て
訓
令
を
求
め
た
。

」
れ
に
対
し
て
バ
ウ
ア

l
は
電

話
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
新
人
民
委
員
ベ

i
ラ
・
ク
ン
を
尋
ね
て
次
の
点
を
説
明
す
る
よ
う
指
令
し
た
。

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
凶
に
対
し
て
常
に
最
も
友
好
的
な
意
向
を
抱
い
て
き
た
。

」
れ
ら
の
感
情
は

i
l新
政
府

の
国
内
政
策
に
か
か
わ
り
な
く
ー
ー
な
ん
ら
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
国
内
事
情
に
な
ん

わ
れ
わ
れ
の
内
政
に
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
い
か
な
る
宣
伝
、

な
る
企
て
も
避
け
ら
る
べ
き
こ
と
を
、
要
求
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
己
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
、
オ

l
ス

ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
控
え
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
他
方
、

し、

カ通

ト
リ
ア
の
事
情
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。
い
か
に
強
固
な
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
の
支
持
お
で
も
、

ハ
ン
ガ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
二
、
三
日
中
に
必
ず
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、

認
め
ざ
る
を
え
な
い
は

リ
l
に
樹
立
さ
れ
た
よ
う
な
政
権
は
、

ず
で
あ
る
。

北法27(3・4-9)367

」
う
し
て
パ
ウ
ア

i
は、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
が
喜
ん
で
優
勢
な
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
側
に
つ
く
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
た
ベ

l

ラ
・
ク
ン
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
た
ち
の
希
望
を
、

し
ぼ
ま
せ
て
し
ま
っ
た
o

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

〈

2
)

示
唆
し
て
い
る
点
で
あ
る
o

オ
l
ス
ト
リ

ア
が
そ
の
特
殊
な
地
政
学
的
立
場
の
ゆ
え
に
協
商
国
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
、



説

し
か
し
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
は
、
最
初
共
産
党
と
の
協
力
を
拒
否
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
民
主
党
が
、

周
聞
の
事
情
に
迫
ら

れ
て
態
度
を
変
え
、
以
後
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
と
運
命
を
共
に
し
た
よ
う
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
も
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党

J命

ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
進
ん
で
提
供
す
る
協
力
に
助
け
ら
れ
て
、

望
を
、
抱
き
続
け
た
。

自
己
の
見
解
を
変
え
る
に
至
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
希

に
刺
激
さ
れ
、

と
は
い
え
、

ブ
ダ
ベ
ス
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
の
聞
に
外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
こ
と
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
リ
シ
ェ
ヴ

イ
ズ
ム
に
と
っ
て
一
つ
の
勝
利
で
あ
っ
た
。
他
の
近
隣
諸
国
や
西
側
列
強
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
新
政
権
を
承
認
し
な
か
っ
た
状
況
の
な
か

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
外
交
的
孤
立
を
打
ち
破
り
、
西
方
へ
の
窓
を
開
い
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
際

で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
よ
る
承
認
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
の
諸
問
題
に
干
渉
し
な
い
こ
と
を
約
束
し
た
け
れ
ど
も
、

実
際
に
は
直
ち
に
国
境
を
越
え
て
活
発
な

扇
動
を
は
じ
め
た
。

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
ま
ず
東
方
に
日
を
向
け
、

円

4
)

て
、
ソ
連
と
の
「
同
盟
」
を
も
と
め
、
「
適
切
な
指
令
」
を
要
請
し
た
。
同
時
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
社
会
党
(
社
会
民
主
党
と
共
産
党
の
合
同
体

レ
l
ニ
ン
に
「
国
際
的
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
指
導
者
」
と
い
う
挨
拶
を
送
つ

の
暫
定
的
呼
称
)
は
、
「
万
人
へ
の
」
ア
ピ
ー
ル
の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
の
労
働
者
に
も
扶
拶
を
及
ぼ

し
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
彼
ら
の
国
の
政
権
の
恥
ず
べ
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
大
自
に
み
な
い
よ
う
に
訴
え
、
ベ

l
メ
ン

ハ
5
)

・
ル
ー
マ
ニ
ア
・
セ
ル
ピ
‘
ァ
・
ク
ロ
ア
テ
ィ
ア
の
労
働
者
と
農
民
に
も
、
「
特
権
階
級
の
も
の
、
地
主
お
よ
び
王
朝
に
対
す
る
武
装
同
盟
」

を
つ
く
る
よ
う
懇
請
し
、
そ
し
て
最
後
に
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
お
よ
び
ド
イ
ツ
の
労
働
者
に
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

l

ト
の
例
に
な
ら
っ
て
パ
リ
と
き
っ
ぱ
り
絶
縁
し
、

モ
ス
ク
ワ
と
連
繋
す
る
こ
と
」
を
求
め
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
、

敗
戦
に
よ

っ
て
革
命
的
意
識
を
高
め
ら
れ
た
国
々
、
中
で
も
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
最
大
の
期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
は
、

ア
ピ
ー
ル
の
直
後
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
者
だ
け
に
あ
て
て
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
の
名
に
お
い
て
次
の
よ
う
な

北法27(3・4-10)368
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声
明
を
発
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。

「
わ
れ
わ
れ
は
、
君
た
ち
階
級
意
識
を
も
っ
た
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
、

ま
さ
に
わ
れ
わ
れ
の
存
立
そ
の
も
の
の
た
め
の
こ
の
七
大
な

一九一九年のォーストワア社会民主党とハンカリー・ソヴェト共和国の関係

戦
い
に
お
い
て
、
超
然
と
し
て
い
な
い
で
ほ
し
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。
:
:
圧
制
に
対
す
る
戦
争
を
宣
言
し
、

万
国
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

わ
れ
わ
れ
と
提
携
し
て
ほ
し
い
。
:
:
:
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
よ
、
長
命
で
あ
れ
!
革
命

〈

6
〉

的
な
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
ょ
、
長
生
き
せ
よ
!
」

ー
ト
の
真
の
団
結
を
共
同
し
て
打
ち
立
て
る
た
め
に
、

し
か
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
協
議
会
の
執
行
委
員
会
は
、
こ
の
よ
う
な
ベ

l
ラ
・
ク
ン
の
要
望
に
対
し
て
、

T
R一
な
し
か
し
冷
い
受

け
取
り
方
を
み
せ
た
o

彼
ら
は
、
「
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
帝
国
主
義
が
崩
壊
し
た
こ
ん
に
ち
」
、
協
商
同
の
帝
同

主
義
こ
そ
「
主
要
な
敵
」
で
あ
る
と
い
う
ク
ン
の
テ
ー
ゼ
に
は
、
表
面
同
意
し
た
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
例
に
従
う
よ
う
に
と
い
う
訴
え
に

は
、
日
和
見
的
な
答
え
方
を
し
た
。
「
わ
れ
わ
れ
は
大
い
に
そ
う
し
た
い
の
だ
が
、
不
幸
に
も
、
現
時
点
で
は
そ
れ
は
不
可
能
で
あ
る
O
L
協

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
は
餓
俸
が
お
こ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
ソ
連

商
国
は
お
そ
ら
く
直
ち
に
封
鎖
を
か
け
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、

が
わ
れ
わ
れ
を
尉
け
る
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
講
ず
る
で
あ
ろ
う
と
確
信
し
て
い
る
。

で
き
る
以
前
に
、

ソ
連
が
わ
れ
わ
れ
を
助
け
る
こ
と
が

わ
れ
わ
れ
は
飢
死
す
る
で
あ
ろ
う
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
執
行
委
員
会
が
自
国
内
で
「
ソ
ヴ
ェ
ト
組
織
を
拡
大
す
る
こ
と

し
か
し
、

を
決
定
し
た
」
と
い
う
知
ら
せ
は
、

は
げ
ま
し
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
到
着
し
た
が
、

し
か
し
そ
れ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
に
は
ほ
と
ん
ど
な
ん
の

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
機
関
紙
「
労
働
者
新
聞
」

〉

5
2
S
H
I
N
2
Eロ
m

の
三
月
二
十
三
日
の
論
説
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
わ
れ
わ

れ
」
は
、
こ
の
点
で
は
な
は
だ
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
実
例
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
階
級
の
心
を
強
く

動
か
し
た
こ
と
を
、

ま
ず
率
直
に
認
め
る
。
「
す
で
に
多
く
の

H
は
い
っ
そ
う
明
る
く
輝
き
、
多
く
の
心
臓
は
い
っ
そ
う
速
く
鼓
動
し
て
い

る
。
わ
れ
わ
れ
の
状
況
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
同
胞
の
そ
れ
と
同
じ
で
は
な
い
か
?
こ
こ
|
!
ド
イ
ツ
系
ベ

l
メ
ン
、
ズ
デ
l
テ
ン
地
方
、

;fUl;27(3・4-11)369
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ケ
ル
ン
テ
ン
お
よ
び
下
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
ー
ー
で
は
、

ド
イ
ツ
人
の
土
地
は
、
人
々
を
あ
た
か
も
家
給
の
よ
う
に

南
テ
ィ
口

l
ル、

処
分
す
る
倣
慢
な
勝
利
者
に
点
引
か
さ
れ
て
は
い
な
い
か
?
」
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
光
全
に
無
力
で
あ
り
、

-:/;為

自問

一
わ
炭
お
よ
び
原
料
に
つ
い
て
全
面
的
に
西
側
に
依
存
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
ハ
ン

ガ
リ
ー
の
同
胞
よ
り
も
「
ず
っ
と
わ
る
い
状
況
」
に
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
次
の
よ
う
に
議
論
を
展
開
す
る
。
「
な
る
ほ
ど
わ
れ
わ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
自
'
身
の
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
引
き
、
す
り
お
ろ

食
糧
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
同
胞
が
行
な
っ
た
と
同
じ
よ
う
に
容
易
に
か
つ
速
や
か
に
、

す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
少
数
の
大
隊
で
足
り
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
協
商
国
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
に
か
ん
し
て
は
、

れ
わ
れ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
と
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
仕
方
で
束
縛
さ
れ
て
い
る
。
:
:
・
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
独
裁

は
、
こ
こ
で
は
戦
争
の
宣
言
と
ま
っ
た
く
同
じ
で
あ
ろ
う
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
人
々
は
わ
れ
わ
れ
に
、

ハ
リ
か
ら
離
れ
て
モ
ス
ク
ワ
と
連
繋

す
る
よ
う
勧
告
し
て
い
る
。
し
か
し
モ
ス
ク
ワ
は
は
る
か
速
く
に
あ
り
、

ソ
ヴ
ェ
ト
軍
は
わ
れ
わ
れ
か
ら
て

0
0
0キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

上
も
離
れ
て
お
り
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
が
ソ
連
と
の
あ
ら
ゆ
る
接
触
か
ら
わ
れ
わ
れ
を
遮
断
し
て
い
る
よ
金
持
も
し
く
は
農

ほ
ん
の
微
々
た
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、

民
か
ら
の
徴
発
は
、

た
と
え
役
に
立
っ
て
も
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
穀
物
の
豊
穣
な
地
域
は
外
国
軍
隊

に
占
領
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
助
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
「
協
商
同
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
は
わ

れ
わ
れ
を
鎖
で
縛
っ
て
お
り
、
:
:
:
わ
れ
わ
れ
自
'
身
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
の
う
え
に
保
護
の
手
を
お
い
て
い
る
。
」
し
か
し
絶
望
す
る
理
由

は
な
い
o

な
ん
と
い
っ
て
も
「
ソ
ヴ
ェ
ト
独
裁
は
、
わ
れ
わ
れ
の
主
張
が
前
進
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
社
会
革
命
の
波

は
、
容
赦
な
く
束
か
ら
西
へ
う
ね
り
進
ん
で
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
の
労
働
者
階
級
が
鎖
を
断
ち
切
る
と
き
、
時
機

が
到
来
す
る
で
あ
ろ
う
。
:
:
:
こ
ん
に
ち
わ
れ
わ
れ
は
無
力
で
あ
る
が
、

し
か
し
協
商
諸
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
彼
ら
の
ブ
ル
ジ
ョ

ア
ジ

l
に
対
抗
し
て
立
ち
上
が
る
な
ら
ば
、
そ
の
時
に
は
、

(
8
}
 

ぅ
。
」

わ
れ
わ
れ
も
ま
た
彼
ら
と
同
盟
し
て
、

わ
れ
わ
れ
の
鎖
を
断
ち
切
る
で
あ
ろ

::It11;27(3・4-12)37Q
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こ
の
論
説
は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
主
張
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
の
主
張
と
を

「
わ
れ
わ
れ
の
主
張
」
と
し
て
同
一
視
し
な
が
ら
も
、
協
商
闘
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
も
ま
た
「
鎖
を
断
ち
切
る
」
準
備
が
で
き
て
い
な

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和国の関係

け
れ
ば
み
ず
か
ら
社
会
革
命
の
方
向
に
動
く
つ
も
り
は
な
い
こ
と
を
、
十
分
明
確
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
陣
営
に
身

を
投
じ
て
近
い
将
来
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
を
う
ち
立
て
よ
う
と
す
る
意
志
と
希
望
を
、
事
実
上
放
棄
し
た
も
の
と
い
っ
て
よ
い
。
ハ
ン
ガ

リ
ー
の
例
に
従
わ
な
い
と
い
う
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
態
度
は
、
こ
の
よ
う
に
、
三
月
の
段
階
で
す
で
に
決
定
さ
れ
て
い
た
の
で

あ
る
。「

労
働
者
新
聞
」
に
一
不
さ
れ
た
こ
の
政
治
路
線
は
、
基
本
的
に
は
、
八
月
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
倒
れ
る
ま
で
、
以
後
数
カ

月
間
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
同
抱
」
の
「
元
気
」
は
賞
賛
さ
れ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
目
標
に
対
す
る
広
範
聞
な
同
立
は
表

明
さ
れ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
賞
賛
は
あ
い
ま
い
で
あ
り
、
出
」
初
か
ら
冷
静
な
判
断
の
欠
如
が
そ
れ
と
な
く
指
摘
さ
れ
、

ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー

の
労
働
お
階
級
の
覚
悟
に
つ
い
て
も
疑
問
が
投
げ
か
け
ら
れ
た
。
そ
の
か
ぎ
り
で
、
協
商
国
列
強
の
恐
怖
と
不
安
は
、
誇
張
さ
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
聞
の
微
妙
な
対
立
の
背
後
に
は
、
過
去
に
さ
か
の
ぼ
る
思
想
的
主
呉

が
あ
っ
た
こ
と
を
み
の
が
す
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
第
一
次
大
戦
に
先
立
つ
長
年
の
問
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
は
同
結
権
、

出
版

の
白
山
、
選
挙
権
な
と
広
範
な
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
を
求
め
て
努
力
し
、
す
で
に
そ
れ
を
確
保
し
て
い
た
か
ら
、

政
治
的
デ
モ
グ
ラ
シ

ー
の
価
仙
に
無
頓
着
で
は
あ
り
え
な
か
っ
た
し
、
そ
の
広
義
を
過
小
評
価
す
る
気
に
も
な
ら
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
独

北法27(3・4-13)371

裁
を
五
八
ヒ
に
退
け
は
し
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
こ
の
概
念
は
、
多
数
者
に
よ
る
民
主
的
支
配
、
す
な
わ
ち
、

住
民
中
の
単
な
る
少
数
右
に

す
げ
と
伝
い
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ

i
に
対
立
す
る
も
の
と
し
て
の
工
業
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
お
よ
び
そ
れ
と
同
盟
す
る
諸
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
民
主

(
リ
)

的
支
配
と
同
一
視
さ
れ
る
ほ
ど
、
幅
広
く
解
釈
さ
れ
て
い
た
。
ロ
シ
ア
の
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
は
、
住
民
の
大
多
数
の
み
な
ら
ず
プ
ロ
レ



ID~ 

タ
リ
ア

l
ト
自
身
の
大
多
数
に
も
対
立
す
る
方
向
の
独
裁
と
み
な
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
退
け
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、

ト
リ
ア
社
会
主
義
の
最
有
力
な
左
翼
理
論
家
の
一
人
マ
ッ
ク
ス
・
ア

l
ド
ラ

l

富
良
〉
色
白
は
、
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
が
「
激
し
い
、

オ

l
ス

ーさ/斗

off司

マ
ル
グ
シ
ズ
ム
か
ら
の
一
種
の
逸
脱
と
し
て
こ
れ
を
拒
否
し
、
「
た
え
ざ
る
政

ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
」
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
な
が
ら
も
、

治
的
・
経
済
的
啓
蒙
運
動
」
お
よ
び
「
知
的
改
革
」
に
も
と
づ
く
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
古
い
や
り
方
」
を
、
社
会
主
義
を
達
成
す
る
た
め

の
正
し
い
方
法
と
し
て
賞
賛
し
て
い
る
。
オ
ッ
ト

l

・
パ
ウ
ア
ー
も
、
ド
イ
ツ
の
社
会
主
義
者
カ

l
ル
・
カ
ウ
ツ
キ

l

関
巴
ユ
択
さ

zr可

に
か
ん
す
る
分
析
の
な
か
で
、

ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
的
方
法
の
拒
否
を
は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
パ
ウ
ア
ー
に
よ
れ
ば
、

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ズ

ム
は
出
版
の
自
由
や
言
論
の
自
由
を
排
除
す
る
も
の
で
あ
り
、

「
物
質
的

ま
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
。
カ
ウ
ツ
キ
ー
は

生
産
の
点
で
共
産
主
義
を
」
弁
護
し
、
「
知
的
生
産
の
点
で
ア
ナ
ー
キ
ズ
ム
を
」
弁
護
し
て
い
る
が
、

し
か
し
パ
ウ
ア

l
に
と
っ
て
は
、

リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
か
ら
の
は
っ
き
り
し
た
離
別
は
不
可
避
で
あ
っ
た
。
そ
の
理
由
の
一
つ
と
し
て
彼
は
、
特
に

が
む
し
ろ
ソ
連
に
敵
意
を
も
ち
、
こ
れ
を
嫌
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。

「
現
在
の
大
衆
の
ム

l
ド
」

(
1〉
出

回

ω
P
肘
凶
∞
∞
ア
明
0
5
2
H
T
Z
Z
円
高
ゅ

E

d
ロ
向
日
ロ
引
の
ロ
c
z
c
n
y
y向
E

R

M

M

お
よ
び
電
話
で
与
え
ら
れ
た
パ
ウ
ア
|
の
訓
令
の
段
え
。

(
2
)

こ
う
し
た
主
張
は
、
以
後
数
カ
月
間
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
の
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
繰
り
返
え
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は
、
オ
|
ス
ト

リ
ア
が
連
合
諸
国
に
左
右
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
連
ん
日
諸
国
は
中
欧
の
ま
っ
た
だ
中
に
ソ
グ
ェ
ト
共
和
国
を
樹
立
す
る
こ
と
を
決
し
て
行
さ
な
い
で
あ
ろ

う
こ
と
、
弱
小
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
、
有
力
な
力
で
あ
る
よ
り
は
む
し
ろ
歴
史
に
お
け
る
一
つ
の
抵
当
物
で
あ
る
こ
と
、
従
っ
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お

け
ろ
革
命
的
行
動
に
は
鋭
い
制
限
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
、
再
三
指
摘
し
て
い
る
。
フ
リ
l
ド
リ
ヒ
・
ア
l
ド
ラ
l
は
一
九
一
九
年
五
月
に
、
「
ド
イ
ツ
系

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
機
会
は
、
こ
ん
に
ち
で
は
む
し
ろ
さ
さ
や
か
な
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
O
R
W
E口宮山一羽田岳
l

者
耳
伶
巴
品
目

Z
E
E四
J
u
q
同
ωヨ
又
・
玄
巳

N
?
一∞一戸

ω・
ωom-

同
じ
月
の
他
の
論
文
の
中
で
、
彼
は
ま
た
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。
「
わ
九
わ

れ
貧
し
い
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
は
、
無
力
で
あ
る
。
現
在
の
大
い
な
る
世
界
の
諸
事
件
の
な
か
で
、
わ
れ
わ
れ
は
単
に
世
界
史
の
客
体
で
あ
る

に
す
ぎ
な
い
。
:
:
:
わ
れ
わ
れ
は
押
し
つ
つ
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
単
に
押
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
運
命
は
わ
れ
わ
れ
自
身
の
子
中

に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
も
っ
ぱ
ら
凶
際
情
勢
に
依
存
し
て
い
る
己
主
ζ
忠

zpasca司
2
5
E四
g¥w仔
E
J
v
h
巳
ω
・一∞
-
?
ω
-
N品
同
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l
Nム
ム
・
問
-EF}
『
め
三
百
四
も
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
将
来
は
西
側
の
決
定
次
第
で
あ
る
と
い
う
同
じ
見
解
を
述
べ
て
い
る
。
「
社
会
革
命
の
運
命
は
、
究
極

的
に
は
戦
勝
諸
国
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
。
」
氏
。
芯

F
Z
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EFWWEL--
〉
戸
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込
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叩
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・
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E
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E
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i
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凶
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ロ
岡
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ロ
ロ
ι
き
た
w

(
9
F
C
2
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0
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?
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2
.

(旧
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ζ
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-
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ヨ
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穴
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ロ
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0
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一
回
一
戸
∞
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(
け
〉

H
r
z
ω
-
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a

h

民
ωユ
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E
g
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己
ロ
仏
門

-2
〈
c
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2
7
2
w
E
5
5
¥二
ず
正
-
-
c
z
c
r
m円
二
二
回
一
u
・
ω
-
m
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8吋・

ハ
ン
ガ
リ
ー
共
産
政
権
の
働
き
か
け
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
対
応
|
|
第
三
期

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
基
本
的
態
度
は
、
前
章
で
考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
後

の
情
勢
の
変
化
に
伴
っ
て
、
微
妙
な
変
動
を
み
せ
た
こ
と
も
、
た
し
か
で
あ
る
。
結
論
を
先
に
い
え
ば
、
以
後
数
週
間
の
う
ち
に
、
「
労
働

ハ
ン
ガ
り
l
独
裁
の
方
法
が
ま
す
ま
す
疑
問
視
さ
れ
る
よ
う
に
な

者
新
聞
」
お
よ
び
党
の
理
論
的
雑
誌
「
闘
争
」

。2
訳
出
ヨ
ー
で
は
、

り
、
や
が
て
あ
か
ら
さ
ま
に
そ
れ
を
拒
否
す
る
ま
で
に
至
っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
聞
・
雑
誌
で
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
権
の
き
び
し
さ
、
プ
ロ

レ
タ
リ
ア
l
ト
自
身
に
対
す
る
独
裁
的
な
取
扱
い
方
を
非
難
し
、
究
極
的
成
功
の
見
込
み
に
つ
い
て
も
疑
念
を
示
す
よ
う
に
な
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
権
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
人
に
対
し
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
者
に

も
そ
の
頻
度
は
次
第
に
ふ
え
て
い
っ
た
。
最
後
に
は
、

し
カミ

北法27(3・4-15)373



説

刈
し
で
さ
え
も
自
己
の
意
志
を
容
赦
な
く
押
し
つ
け
よ
う
と
す
る
乱
暴
な
や
り
方
が
問
題
に
さ
れ
、

そ
れ
ら
は
国
際
法
お
よ
び
困
際
的
制

習
に
進
反
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
問
結
に
も
反
す
る
企
て
で
あ
る
と
し
て
、

公
然
た
る
非
難
の
戸
が
あ
げ
ら
れ
た

主主b.
H間

の
で
あ
る
υ

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
「
労
働
者
新
聞
」
の
紙
面
で
し
ば
し
ば
爆
発
し
た
激
怒
の
背
景
、
す
な
わ
ち
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
す
る
激
し
い
働
き
か
け
を
具
体
的
に
検
討
す
る
と
と
も
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
そ
れ
に
対
す
る
反

応
を
さ
ら
に
立
ち
入
っ
て
考
察
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
主
妥
な

U
棋
は
、
凶
境
を
越
え
て
共
産
主
義
の
宣
伝
と
扇
動
を
進
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
新
政
府
は

共
産
主
義
の
狭
小
な
基
地
を
近
隣
諸
国
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
拡
張
す
る
こ
と
こ
そ
、

山
己
の
立
つ
地
盤
の
弱
さ
を
知
っ
て
い
た
か
ら
、

み
ず
か
ら
生
き
残
る
た
め
の
唯
一
の
道
で
あ
る
と
考
え
た
の
で
あ
る
o

プ
ダ
ベ
ス
ト
駐
在
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
公
使
ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
樹
立
さ
れ
た
約
二
週
間
後
に
、
パ
ウ
ア
l
外
相
へ
の
報
告
で
、
こ
の
点
を
次
の
よ
う
に
強
調
し
て
い
る
。

「
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
主
要
な
努
h
M
は
、
す
ベ
イ
」
の
近
隣
諸
国
、

ま
ず
第
一
に
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
共
産
主
義
に
浮
く
方
向
に

向
け
ら
れ
て
い
る
。
き
わ
め
て
急
進
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
支
配
者
た
ち
は
、
こ
の
目
標
に
到
達
す
る
た
め
に
は
、

い
か
な
る
犠
牲
を
も
辞

さ
な
い
。
外
出
で
の
宣
伝
が
:
:
:
外
交
政
策
に
お
け
る
唯
一
の
活
動
な
の
で
あ
る
。
:
:
:
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
向
け
ら
れ
た

M
動

は
、
利
川
し
う
る
あ
ら
ゆ
る
手
段
を
使
っ
て
行
な
わ
れ
て
い
る
。
扇
動
家
た
ち
は
、

党
指
導
者
の
命
令
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
い
る
彼
ら
の

政
心
の
友
に
た
え
ず
伝
達
し
て
い
る
o

列
車
、
自
動
車
、
飛
行
機
、
金
融
機
関
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
新
聞
は
、

無
制
限
に
い
つ
で
も
彼
ら

の
役
に
立
っ
て
い
る
。
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
が
成
立
し
た
日
以
来
、
「
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
』
の
欄
が
、
諸
新
聞
の
な
か
で

mm
く
べ
き
大
き
な
ス
ペ
ー
ス
を
占
め
て
い
る
。
運
動
の
「
発
展
』
に
つ
い
て
詳
し
い
報
告
の
な
い
日
は
、

ほ
と
ん
ど
一
日
も
な
い
よ
ハ
ン

ガ
リ
l
の
共
産
主
義
者
の
サ
ー
ク
ル
で
は
、
「
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
ま
も
な
く
反
動
的
な
方
針
を
捨
て
、
社
会
主
義
運
動
へ
の
反
逆

(
2
)
 

者
た
ち
|
|
そ
れ
ら
の
な
か
に
は
、
普
通
は
巨
相
や
外
相
の
名
前
も
載
せ
ら
れ
て
い
る
ー
ー
を
完
全
に
一
掃
す
る
で
あ
ろ
う
」
と
い
う
期

-Iti.よ27(3・4-16)374



待
が
も
た
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
四
月
七
日
に
は
、
公
伎
は
次
の
よ
う
に
報
告
し
て
い
る

o
E取
近
、
公
的
な
性
格
の
一
連
の
声
明
は
」
、
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンカ‘リー・ソヴェト共和国の関係

政
府
内
の
最
有
力
な
人
々
が
「
外
国
で
の
宣
伝
」
を
「
最
も
卓
要
な
課
題
」
と
考
え
て
い
る
こ
と
を
、

は
っ
き
り
示
し
て
い
る
の
「
ポ
ガ
l

『
わ
れ
わ
れ
は
革
命
を
国
境
外
に
も
ち
出
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
社
会
革
命
は
世
界
革
命
で
し
か
あ
り

え
な
い
か
ら
だ
!
』
と
語
っ
て
い
る
し
、
同
じ
会
議
で
ク
ン
フ
ィ
巴

m
Bロ
ロ
三
ハ

E
忌
は
『
も
し
わ
が
隣
国
の
一
つ
が
速
や
か
に
わ
れ
わ
れ

一
ユ
句
。

mmH
ロ
可
は

の
例
に
従
う
な
ら
ば
、
そ
の
場
合
に
は
、
今
日
の
資
本
主
義
的
生
産
の
危
機
に
お
い
て
、
共
産
主
義
の
洪
水
は
全
世
界
に
拡
が
る
で
あ
ろ

う
』
と
述
べ
て
い
る
o
」
そ
の
他
、
べ

l
ラ
・
ク
ン
、
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
l

・
ガ
ル
パ
イ
〉
-
m
H出
口
己

2
0日
σ巳
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ

l
ム

宅ニ
Z
-
B
切
子
自
ら
の
数
多
く
の
発
言
も
引
用
さ
れ
た
が
、

い
ず
れ
も
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
境
を
越
え
て
共
産
主
義
を
拡
大
す
る
こ
と
へ
の

全
面
的
闘
心
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ベ
!
ム
は
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
「
『
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
西
に
向
か
っ
て
勝
利
の
前
進
を
は
じ
め
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ベ

l
メ
ン
、

ド
イ
ツ
を
征
服
し
、
協
商
諸
国
に
も
浸
透
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
己
外
務
人
民
委
員
会
の
と
っ

て
い
る
政
策
は
、
本
当
に
、
こ
れ
ら
多
く
の
類
似
し
た
発
言
に
呼
応
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
宣
伝
は
、

い
う
ま
で
も

な
く
第
一
に
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
向
け
ら
れ
た
c

一
.
現
政
府
の
指
導
的
な
人
々
は
、
こ
の
宣
伝
の
成
功
を
確
信
し
て
お
り
、
ご
く
短

(
3
)
 

時
間
の
う
ち
に
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
政
府
を
打
倒
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
こ
と
を
、
隠
し
は
し
な
い
よ

こ
う
し
た
認
識
に
も
と
づ
い
て
、

《

4
v

ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
公
使
は
ウ
ィ
ー
ン
に
数
々
の
警
告
を
送
っ
た
。
ま
ず
四
月
四
日
に
彼
は
、
今
後
十

四
日
以
内
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
対
し
て
計
画
的
な
暴
動
が
お
こ
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
、
確
実
な
筋
か
ら
聞
い
た
、
と
書
き
、
十
三

日
に
は
、
「
ベ

l
ラ
・
ク
ン
の
側
近
か
ら
」
十
六
日
を
目
ざ
し
て
ウ
ィ
ー
ン
で
襲
撃
が
準
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
、
と
報
告
し
、
「
先

日
お
知
ら
せ
し
た
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
使
者
た
ち
の
驚
く
べ
き
数
の
旅
行
は
、
こ
の
こ
と
と
関
係
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て

い
る
。
ま
た
そ
の
一

O
分
後
に
ウ
ィ
ー
ン
に
届
い
た
電
文
の
な
か
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
陸
相
、
が
、

ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア

~tt1;27(3 ・ 4-17)375



説

行
の
ヴ
ィ
ザ
を
望
ん
で
い
る
ク
ン
、

ポ
ガ
l

ニ
ュ
、
ベ

l
ム、

ヤ
l
コ
プ
・
ヴ
ェ
ル
ト
ナ
l

rgσ
巧
巾

-
E
2
を
含
む
一
三
人
の
官
吏

-::L為
員同j

の
旅
券
を
た
っ
た
今
提
出
し
た
と
通
知
し
、
グ
ィ
ザ
を
与
え
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
な
ん
ら
か
の
技
術
的
根
拠
に
も
と
守
つ
い
て
拒
否
す
べ

き
か
、
に
つ
い
て
訓
令
を
求
め
た
。
二
日
後
、
ク
ン
と
ポ
ガ

l

ニ
ュ
は
お
そ
ら
く
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
向
か
わ
な
い
だ
ろ
う
と
報
告
さ
れ
た

が
、
し
か
し
こ
れ
は
、
少
な
く
と
も
ひ
と
と
き
、
ク
ン
が
ウ
ィ
ー
ン
で
の
暴
動
計
画
を
、

み
ず
か
ら
主
役
と
し
て
関
与
す
る
に
足
る
重
要

性
を
も
つ
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
あ
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
際
公
使
は
明
ら
か
に
鷲
き
、
「
こ
こ
で
始
ま
っ
て
い
る
扇
動

の
程
度
か
ら
み
て
も
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
現
在
の
親
密
な
関
係
(
外
交
関
係
、
通
商
、
旅
行
)
が
続
く
な
ら
ば
、

ド
イ
ツ
系
オ
l
ス
ト
リ

ア
は
共
産
主
義
者
の
襲
撃
の
危
険
か
ら
身
を
守
る
こ
と
が
で
き
る
」
か
ど
う
か
、
と
い
う
疑
問
を
提
起
し
、
「
こ
の
疑
問
に
対
す
る
答
え

ハ
7
〕

た
だ
の
一
時
間
も
猶
予
さ
る
べ
き
で
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。

は
、
わ
た
し
の
考
え
で
は
、

公
伎
の
警
告
に
は
十
分
な
板
拠
が
あ
っ
た
し
、
彼
の
恐
怖
も
正
当
な
も
の
で
あ
っ
た
。
四
月
中
旬
、
実
際
に
重
大
な
共
産
主
義
者
の
脅

威
が
お
こ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
月
の
十
七
日
、
リ
ン
グ
通
り
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
議
会
前
で
大
規
模
な
デ
モ
が
行
な
わ
れ
、
議
会
の
建

物
が
襲
戦
弔
さ
れ
て
燃
え
あ
が
り
、
続
く
交
戦
の
な
か
で
六
人
が
殺
さ
れ
、
五
六
人
が
重
傷
を
負
っ
た
。
こ
の
と
き
、
社
会
民
主
党
の
陸
相

ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ

】
己
吉
田
口

2件
担
円
}
戸

し
、
暴
動
を
鎮
圧
し
た
。
そ
の
あ
と
、

は
、
国
民
防
衛
隊
〈

O
F回
当
巾
可
を
召
集
し
、
短
時
間
の
う
ち
に
デ
モ
参
加
者
を
追
い
散
ら

ウ
ィ
ー
ン
の
全
新
聞
は
こ
の
新
軍
隊
を
高
く
賞
賛
し
た
v

ウ
ィ
ー
ン
の
中
央
労
働
者
協
議
会
中
の

共
産
主
義
者
は
、
内
閣
の
社
会
民
主
党
閣
僚
に
対
す
る
不
信
任
投
票
を
要
求
し
た
が
、
圧
倒
的
な
敗
北
を
喫
し
た
。

凶
月
中
旬
は
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
に
レ

l
テ
共
和
国
が
成
立
し
た
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、

(
9
)
 

ヴ
ェ
ト
共
和
国
に
「
は
さ
ま
れ
た
」
形
に
な
り
、
プ
ラ
ウ
ダ
は
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
い
ま
や
両
面
か
ら
:
:
:
革
命
の
火
に
と
ら
え
ら
れ
る

で
あ
ろ
う
」
と
予
言
し
、
「
ド
イ
ツ
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
勝
利
は
、
ご
く
近
い
将
来
の
問
題
で
あ
る
」
と
喜
ん
で
い
た
。
三
月
に
成
立

オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
バ
イ
エ
ル
ン
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ

し
た
コ
ミ
ン
テ
ル

γ
の
初
代
議
長
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
ブ
の

-
N
E
2ば
4

も
、
第
三
イ
ン
タ
ー
の
「
洗
礼
」
の
直
後
に
二
つ
の
新
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和

北法27(3・4-18)376



国
が
ロ
シ
ア
共
和
国
の
仲
間
に
は
い
っ
た
こ
と
を
祝
福
し
、
「
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
熱
狂
し
た
テ
ン
ポ
で
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
に
向
か
っ
て

疾
走
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
レ

l

ニ
ン
も
同
様
に
考
え
て
い
た
。
こ
の
重
大
な
時
期
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
主
義
者
の
暴
動
が
失
敗
し
た

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和国の関係

こ
と
は
、
中
欧
に
お
け
る
共
産
主
義
運
動
全
体
に
と
っ
て
総
く
ず
れ
の
発
端
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。

四
月
十
七
日
事
件
の
余
波
と
し
て
、
ブ
ダ
ペ
ス
ト
と
ウ
ィ
ー
ン
の
聞
で
は
、
白
熱
し
た
新
聞
の
論
戦
が
行
な
わ
れ
、
外
交
上
の
覚
書
の

十
字
砲
火
が
交
さ
れ
た
。
「
労
働
者
新
聞
」
は
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
ま
っ
た
く
信
じ
が
た
い
や
り
方
で
ウ
ィ
ー
ン
で
扇
動
を
行
な
い
、
無

礼
に
も
わ
が
共
和
国
の
国
内
問
題
に
干
渉
し
て
い
る
」
と
非
難
し
、
他
方
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
、
プ
ダ
ペ
ス
ト
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
大
使
館

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
地
か
ら
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
反
革
命
を
支
持
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
に
つ
い
て
の

非
友
好
的
な
敵
意
に
み
ち
た
論
説
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
聞
に
発
表
し
て
い
る
と
し
て
、
こ
れ
を
非
難
し
た
。
し
か
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政

府
は
こ
れ
ら
の
非
難
を
、
「
正
当
な
理
由
も
証
拠
も
な
い
も
の
」
と
し
て
退
け
、
「
現
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
治
体
制
に
反
対
す
る
い
か
な
る
反

に
抗
議
を
行
な
い
、

革
命
的
陰
謀
を
も
」
支
持
し
て
い
な
い
こ
と
を
力
説
し
、
逆
に
、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
が
そ
の
内
密
の
計
画
で
、
「
無
視
で
き
な
い
手
段
」

「
国
家
機
関
」
を
使
っ
て
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
の
土
地
に
干
渉
し
て
い
る
と
い
う
、
反
対
告
発
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
オ
l
ス
ト

リ
ア
政
府
は
、
両
国
間
の
論
争
を
落
着
さ
せ
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
論
争
を
仲
裁
裁
判
所
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
、

ハ
ン
ガ
リ
ー

の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
が
国
際
法
に
違
反
す
る
や
り
方
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
園
内
問
題
に
干
渉
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
書
類
を
、
進
ん
で

仲
裁
裁
判
所
に
提
出
す
る
用
意
が
あ
る
と
言
明
し
た
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
主
義
者
は
次
の
有
望
な
目
標
と
し
て
五
月
一
日
に
自
を
向
け
、

こ
の
日
を
め
ざ
す
計

四
月
中
旬
の
失
敗
の
の
ち
、

画
は
似
調
に
進
ん
だ
。
五
月
三
日
の
ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
公
使
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
彼
は
ジ
ル
パ

l
マ
ン

ω
-
F
2自
由
ロ
ロ
の
署
名
の
あ
る
一

九
一
九
年
四
月
十
六
日
付
の
文
書
を
手
に
入
れ
た
が
、
そ
れ
は
、

五
月
一
日
を
目
標
に
し
た
共
産
主
義
者
の
計
画
を
露
呈
し
た
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
ま
た
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
に
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
の
手
先
の
も
の
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
外
務
省
と
協
力
し
て
い
た
ば
か
り と

北法27(3・4-19)377



説

で
な
く
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
外
務
省
の
部
局
の
指
令
を
ウ
ィ
ー
ン
の
同
志
あ
て
に
送
っ
て
い
た
こ
と
を
も
示
し
て
い
た
。
「
命
令
第
十
九
号
」
の

名
を
も
っ
こ
の
文
書
は
、
そ
れ
に
続
く
四
月
三
十
日
付
の
ウ
ィ
ー
ン
の
共
産
党
本
部
の
「
命
令
第
二
十
号
」
と
と
も
に
、

務
省
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
指
導
部
の
聞
の
共
謀
を
う
か
が
わ
せ
る
も
の
で
あ
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
外

己;L込
民間

五
月
一
日
の
暴
動
の
た
め
の
準
備
の
大
き
さ
を
明

一
不
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

以
上
の
よ
う
な
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
対
す
る
扇
動
や
干
渉
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
不
満
を
よ
ん

だ
背
対
で
あ
り
、
「
労
働
者
新
聞
」
の
紙
面
で
し
ば
し
ば
激
怒
が
爆
発
し
た
の
も
、
無
理
か
ら
ぬ
こ
と
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ

の
反
問
注
目
さ
れ
る
の
は
、
概
し
て
い
え
ば
、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
を
あ
ま
り
に
も
き
び
し
く
批
判
す
る
こ
と
に
は
依
然
鴎
臨
時
が
み
ら
れ
、

な
り
の
抑
制
が
加
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
や
は
り
、
隣
国
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
的
」
「
社
会
主
義

」
の
政
権
が
資
本
主
義
や
帝

的
」
政
権
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労
働
者
た
ち
が
同
情
の
気
持
を
抱
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

凶
主
義
の
侵
入
を
防
い
で
い
る
の
に
、
そ
れ
を
中
傷
す
る
の
は
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
気
分
に
裏
づ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

に
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
圏
内
問
題
に
対
す
る
干
渉
に
不
満
は
あ
る
に
し
て
も
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
自
国
に
絶
対
必
要
と
考
え
ら
れ
る
中
立
路
線
を
逸
脱
す
る
こ
と
に
な
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
配
慮
も
、
働

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
激
し
く
攻
撃
す
る
こ
と
に

よ
っ
て

い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
次
章
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
点
に
つ
い
て
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
検
討
が
行
な
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

(
1
)

五
月
六
H
の
イ
ズ
ヴ
ェ
ス
テ
ィ
ア
の
次
の
言
葉
は
、
決
定
的
な
意
味
を
も
つ
も
の
と
い
え
る
。
「
も
し
ロ
シ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
社
会
主
義
共
和
尉
が
悦
界

革
命
運
動
の
諸
条
件
の
も
と
で
の
み
安
全
で
あ
り
う
る
な
ら
ば
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
バ
イ
エ
ル
ン
の
将
来
に
つ
い
て
は
、
ひ
と
は
い
っ
そ
う
大
き
な
権
利

を
す
ら
も
っ
て
、
同
じ
こ
と
を
要
求
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
ぷ
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
主
義
指
導
者
た
ち
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
か
ん
す
る
公
式
の
声
明
や

活
動
は
、
ロ
シ
ア
の
分
析
や
政
策
勧
告
と
完
全
に
一
致
し
て
い
た

(
2
)
出
国
ω〉
旬
開
対
∞
∞
ア
ピ

B
Z
C口
問

ω
E
ア

ω
u
h
z
c
r
-
G
n
r
a
〉
古
ユ
-
ム

(
3
)
H
r
E
w
〉
宮
ニ
吋
・
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(
4〉
何
対
日
目

N
-
P
M仲
β
ι
z
r
r
g
L
2
ω
件目
σ
z
r
z
g
2
0
?

∞ωロ
2
・附，
o
E
R
R
-
〉
同
肖
ニ
品
・

(
5
)
H
E
L
-
-
〉
官
二
一
ω

(
6
〉

H
Z
L・・〉同)門己一印・

(
7〉
ウ
ィ

l
γ

の
協
商
国
代
表
た
ち
も
、
同
様
に
、
脅
威
、
が
差
し
迫
っ
て
い
る
こ
と
を
よ
く
知
っ
て
い
た
。
四
月
十
三
日
付
の
「
新
自
由
新
聞
」

Z
Eゆ

F
Z巾

p
g
R
は
カ
ニ
ン
ガ
ム
大
佐
と
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
載
せ
た
が
、
そ
の
な
か
で
大
佐
は
、
も
し
「
政
治
的
不
安
」
が
拡
が
る
な
ら
ば
、
食
糧
を

含
む
い
か
な
る
種
類
の
輸
入
品
も
あ
て
に
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
と
警
告
し
て
い
る
。
四
月
中
旬
の
衝
突
の
直
後
に
、
さ
ら
に
暴
動
が
お
こ
る
の
を
防

止
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の
警
告
の
言
葉
を
引
用
し
た
。
プ
ラ
カ
ー
ド
が
、
ウ
ィ
ー
ン
市
内
の
壁
や
掲
示
板
に
配
置
さ
れ
た

(
H
E
P
-
〉
言
回
二
∞
〉
。
協
商

国
は
ご
く
は
じ
め
か
ら
、
中
欧
の
政
治
的
・
社
会
的
な
闘
争
に
お
い
て
食
糧
が
決
定
的
な
重
要
性
を
も
つ
こ
と
を
、
十
分
認
識
し
て
い
た
。
出

2
Zユ

Z
C
C〈
え
は
パ
リ
の
五
大
国
代
表
凶
長
た
ち
に
諮
り
か
け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
食
糧
を
送
る
に
あ
た
っ
て
の
「
連
合
同
の
援
助
」
の
み
が
「
こ
れ
ま

で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
か
ら
遠
ざ
け
て
き
た
」
こ
と
を
、
指
摘
し
て
い
る
。
(
司
2
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刃
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v
g
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司
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、
口
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巴
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グ
〉
司
王

-
u

な
ど
参
照
。
四
月
中
旬
の
ユ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
の
有
効
な
反
共
産

主
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的
対
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つ
い
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、
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ハ
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き

か

け

と

オ

ー

ス

ト

リ

ア

の

対

応

|
l
i
第
三
期

本
章
で
は
、
五
月
と
六
月
の
事
態
の
変
化
を
辿
り
な
が
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
態
度
を
み
て
ゆ
く
こ
と
に
す
る
。
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説

五
月
一
日
は
、
行
動
の
延
期
が
指
令
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
平
静
に
過
ぎ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
ろ
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党

は
、
中
欧
の
共
産
主
義
の
高
潮
は
す
で
に
去
っ
た
と
い
う
見
解
を
も
つ
よ
う
に
な
り
、

五
月
中
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
赤
軍
の
チ
ェ
コ
軍
に
対
す

さf為
口問

る
反
撃
が
開
始
さ
れ
て
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
軍
事
的
状
況
が
改
善
さ
れ
た
こ
と
も
、

」
の
見
解
を
変
化
さ
せ
は
し
な
か
っ
た
。

五
月
二
十
七
日
の
ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
公
使
に
あ
て
た
オ
ッ
ト

l
-
パ
ウ
ア

l
の
訓
令
は
、

国
内
の
共
産
主
義
者
の
襲
撃
に
つ
い
て
オ

l
ス

ト
リ
ア
政
府
の
恐
怖
が
減
少
し
た
こ
と
を
、

は
っ
き
り
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ
と
並
ん
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府

が
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
の
早
期
打
倒
に
な
ん
ら
興
味
を
も
た
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
パ
ウ
ア

l
の
説
明
に
よ
れ
ば
、

「(
1

)

西
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
に
つ
い
て
は
、
協
商
国
に
顔
を
向
け
た
政
府
に
実
際
に
支
配
さ
れ
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
よ
り
も
、

-
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
方
、
が
わ
れ
わ
れ
に
い
っ
そ
う
有
利
な
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
よ
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
存
在
す
る
か
ぎ
り
、
協
商
問

は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
種
々
の
要
求
を
よ
り
好
意
的
に
眺
め
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
経
済
的
・
政
治
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、

ソ
ヴ
ェ
ト

住
民
の
大
多
数
の

反
対
す
る
解
決
を
強
い
る
こ
と
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
協
商
国
は
、
主
に
ド
イ
ツ
人
の
住
む
西
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
、

い
っ
そ
う
快
く
オ

l
ス

ト
リ
ア
に
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
協
商
国
は
ま
た
、
自
己
に
好
意
的
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
な
け
れ
ば
、

で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
ド
ナ
ウ
連
合
は
多
く
の
西
側
諸
国
に
支
持
さ
れ
た
が
、
ド
イ
ツ
共
和
国
と
の

ド
ナ
ウ
連
合
を
樹
立
す
る
こ
と
も

〉
ロ
凹
門
戸
口
訟
を
熱
望
す
る
オ

i
ス

ト
リ
ア
の
社
会
民
主
党
は
、
こ
れ
に
強
く
反
対
し
て
い
た
J

「(
2

)

ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
の
打
倒
は
、
協
商
国
が
わ
れ
わ
れ
を
ド
ナ
ウ
連
合
に
強
制
的
に
つ
れ
こ
む
こ
と
を
い
っ
そ
う
容
易
な
ら
し
め
る

で
あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
〉

E
n
r
E訟
を
当
分
の
間
不
可
能
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
の
後
は
い
っ
そ
う
困
難
に
す
る
で
あ
ろ

う
0

」
し
か
し
、
も
し
万
一
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
が
「
わ
れ
わ
れ
の
講
和
条
約
締
結
後
に
」
打
倒
さ
れ
る
な
ら
ば
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党

は
、
「
わ
れ
わ
れ
の
希
望
と
お
り
に
」
ド
イ
ツ
と
の
「
関
係
を
自
由
に
調
整
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
で
あ
ろ
う
。

「
(
3
)
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
の
打
倒
は
、

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
反
革
命
運
動
に
勢
力
を
得
さ
せ
る
だ
け
で
あ
り
、

内
乱
の
危
険
を
よ
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び
お
こ
す
で
あ
ろ
う
。
:
:
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
ソ
ヴ
ェ
ト
独
裁
は
、
現
在
の
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
存
立
に
と
っ
て
、

も

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンカιリー・ソヴェト共和国の関係

は
や
危
険
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
。
:
:
:
共
産
主
義
の
波
は
退
潮
し
て
い
る
。
」

し
か
し
、
こ
の
パ
ウ
ア
l
の
見
解
と
は
反
対
に
、
共
産
主
義
の
潮
は
六
月
中
旬
ま
で
に
ふ
た
た
び
盛
り
返
し
て
い
た
。

ィ
l
ン
襲
撃
失
敗
の
あ
と
、
す
で
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、

四
月
中
旬
の
ウ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
共
産
主
義
者
た
ち
は
い
っ
そ
う
注
意
深
く
新
し
い
暴
動
の
計
画

を
進
め
て
い
た
が
、
そ
の
準
備
は
ま
た
し
て
も
ブ
ダ
ベ
ス
ト
で
始
ま
っ
た
。
ク
ン
は
五
月
、
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
切

2
z
-
Z
F
B
を
ソ
ヴ
ェ

ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
共
和
国
の
代
表
と
し
て
ウ
ィ
ー
ン
に
送
っ
た
が
、
彼
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
の
執
行
部
を
解
散
さ
せ
、
彼
ら
の
手
か

ら
指
導
権
を
も
ぎ
と
る
こ
と
に
成
功
し
、
秘
密
の
「
役
員
会
」
を
つ
く
り
、
共
産
主
義
者
に
よ
る
権
力
掌
握
の
計
画
を
立
て
た
。
共
産
主

義
者
は
彼
ら
自
身
の
軍
事
力
を
も
っ
て
は
い
な
か
っ
た
が
、

か
な
り
の
共
産
主
義
崇
拝
者
が
あ
っ
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
新
軍
隊
「
国
民
防
衛
隊
」

の
若
干
の
部
隊
の
な
か
に
は
、

協
商
国
が
六
月
十
五
日
ま
で
に
「
国
民
防
衛
隊
」
を
二
五

M
削
減
す
る
よ
う
要
求
し
て
き
た
と
き
、
共
産
主
義
者
は
早
速
こ
の
問
題
を

っ
か
ま
え
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
を
大
い
に
当
惑
さ
せ
た
。
「
国
民
防
衛
隊
」
の
人
員
削
減
は
、
解
雇
さ
れ
る
は
ず
の
人
々
か
ら
反
対
さ

れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
全
軍
隊
の
モ
ラ
ル
に
も
有
害
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
必
至
で
あ
っ
た
が
、
と
り
わ
け
労
働
者
た
ち
は
、
「
国
民
防

衛
隊
」
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
に
お
い
て
新
た
に
獲
得
さ
れ
た
自
己
の
地
位
の
保
証
と
み
な
し
て
い
た
か
ら
、
人
員
削
減
に
強
い
反
感

を
示
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
兵
士
協
議
会
で
は
普
通
社
会
民
主
党
が
圧
倒
的
多
数
を
し
め
て
い
た
の
に
、

」
の
問
題
に
か
ん
す
る
集
会
で

は
、
社
会
民
主
党
支
持
一
七
四
票
に
対
し
て
共
産
主
義
者
支
持
七
一
票
と
い
う
数
字
に
な
り
、

共
産
主
義
者
の
主
張
が
大
き
く
ア
ピ
ー
ル

~wm(3 ・ 4-23)381

し
た
こ
と
を
示
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
閣
の
社
会
民
主
党
閣
僚
は
、
園
内
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
が
権
力
を
掌
握
す
る
と
同
時
に
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ハ

ン
ガ
リ
l
の
国
境
地
方
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
軍
が
占
領
す
る
と
い
う
共
産
主
義
者
の
計
画
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
、
六
月
十
二
日
、
「
国
民
防
衛
隊
」



説

の
削
減
に
つ
い
て
協
商
国
側
に
緊
急
の
申
入
れ
を
行
な
い
、
協
商
国
も
つ
い
に
そ
の
態
度
を
変
え
た
が
、

共
産
主
義
者
に
促
進
さ
れ
た
抗

さ/斗

ilf岡

議
運
動
の
勢
い
は
、
も
は
や
止
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
ら
は
今
一
度
兵
士
た
ち
に
ア
ピ
ー
ル
を
行
な
い
、

し
、
六
月
十
五
日
を
め
ざ
し
て
公
然
と
襲
撃
の
準
備
を
進
め
て
い
っ
た
。

労
働
者
協
議
会
の
独
裁
を
要
求

一
方
ク
ン
自
身
は
、

ブ
ダ
ペ
ス
ト
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
工
作
を
行
な
っ
て
い
た
。
六
月
十
一
日
、
彼
は
ウ
ィ
ー
ン
の
兵
器
庫
協
議
会
に
電

ヴ
ェ
レ
ル
ス
ド
ル
フ
君
主
巾
ヨ
号
広
の
軍
需
工
場
で
つ
く
ら
れ
た
軍
需
品
、
が
、

で
チ
ェ
コ
国
境
に
送
ら
れ
る
の
を
防
ぐ
よ
う
に
、
労
働
者
た
ち
に
要
求
し
た
。
同
時
に
彼
は
、

報
を
う
ち
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
赤
軍
に
対
し
て
使
用
す
る
目
的

オ
ッ
ト

l

・
パ
ウ
ア

I
に
覚
書
を
送
り
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
反
革
命
護
衛
隊
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
侵
入
す
る
目
的
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
シ
ュ
タ
イ
ン
ブ
リ
ュ
ッ
ク

ω
4
[
m
w
F

ロゲコ仲
nr
に
集
結

し
つ
つ
あ
る
と
抗
議
し
た
。
ウ
ィ
ー
ン
の
「
国
民
防
衛
隊
」
が
動
員
解
除
の
脅
威
に
反
対
し
て
デ
モ
を
行
な
っ
た
と
き
、

ク

ン

は

そ

の

コ
久
雄
的
闘
争
」
に
「
深
い
同
情
」
を
表
明
す
る
電
報
を
司
令
官
あ
て
に
送
り
、
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
が
権
力
を
握
り
社
会
を
変
革
し
は

じ
め
る
こ
と
が
お
そ
け
れ
ば
お
そ
い
ほ
ど
、
社
会
主
義
へ
の
転
換
は
そ
れ
だ
け
い
っ
そ
う
君
た
ち
に
困
難
に
な
る
だ
ろ
う
」
と
述
べ
た
。

彼
は
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
に
、
「
昨
日
の
デ
モ
」
と
「
そ
の
啓
蒙
活
動
」
を
祝
う
電
報
を
送
り
、
同
時
に
、
「
流
血
な
し
に
プ
ロ
レ
タ

沼
た
ち
の
手
中
に
あ
る
」
と
気
合
い
を
か
け
た
。

リ
ア

l
ト
独
裁
を
打
ち
立
て
る
こ
と
は
、

差
し
迫
っ
た
襲
惨
を
前
に
し
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
先
手
を
打
つ
こ
と
を
決
意
し
た
。
社
会
民
主
党
の
内

相
エ
ル
デ
ル
シ
ュ

巴円四
m
a
n
y

は
、
六
月
十
凶
日
か
ら
十
五
日
に
か
け
て
の
夜
間
に
-
一
五
名
の
共
産
党
指
導
者
の
逮
捕
を
命
じ
、
十
五

日
の
夕
方
に
は
、
ュ
リ
ウ
ス
・
ド
イ
チ
ュ
の
命
を
受
け
た
「
国
民
防
衛
隊
」
の
諸
部
隊
が
市
の
中
心
部
を
占
領
し
て
い
た
が
、
共
産
主
義

者
の
多
い
第
四
十
一
大
隊
は
兵
科
目
に
閉
ち
こ
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
予
防
措
置
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
流
血
は
さ
け
ら
れ
ず
、

五
千
名
の
も
の
が
警
察
本
部
を
襲
準
し
よ
う
と
し
、
二

O
名
の
死
者
を
出
し
た
。

ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
建
設
を
唱
え
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
が
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
に
助
け
ら
れ
て
六
月
十
五
日
に
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行
な
っ
た
権
力
掌
握
の
試
み
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
抑
圧
さ
れ
た
。
六
月
十
六
日
の
「
労
働
者
新
聞
」
の
論
説
は
、

共
産
党
を
ひ
ど
く
非

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンカリー・ソヴェ i共和凶の関係

難
し
た
。
共
産
主
義
者
の
四
人
委
員
会
は
、
兵
土
た
ち
に
「
武
器
を
手
に
し
て
」
デ
モ
に
参
加
す
る
よ
う
訴
え
、
「
労
働
者
階
級
が
そ
れ
を

拒
否
し
て
い
た
の
に
、
権
力
の
掌
握
を
」
あ
え
て
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
と
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
聞
で
外
交
上
の
覚
書
合
戦
が
ふ
た
た
び
高
潮
に
達
し
た
o

と
こ

(
6〉

ろ
で
オ
ッ
ト

l

・
パ
ウ
ア
l
は
、
翌
十
六
日
、
次
の
よ
う
な
半
ば
私
的
、
半
ば
公
的
な
手
紙
を
ク
ン
に
送
っ
た
が
、
こ
れ
は
、
表
面
の
尖

鋭
で
は
げ
し
い
外
交
文
書
の
し
父
換
と
は
刈
照
的
に
、
む
し
ろ
お
だ
や
か
な
一
言
葉
で
、
ク
ン
と
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
に
、
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の

鉱
大
に
反
対
す
る
彼
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
決
意
を
、
は
っ
き
り
知
ら
せ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
際
彼
が
、
単
に
諸
事
実

の
提
供
に
限
定
し
、
結
論
を
川
引
出
す
こ
と
を
相
手
に
委
ね
て
い
る
点
も
、
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
手
紙
は
、
パ
ウ
ア
l
の
見
解
を
う
か
が
う

ウ
ィ
ー
ン
の
騒
援
の
あ
と
、
公
的
に
は
、

う
え
に
重
要
な
多
く
の
論
点
を
合
ん
で
い
る
の
で
、
そ
の
大
部
分
を
引
用
す
る
こ
と
に
す
る
o

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
困
内
の
わ
れ
わ
れ
の
状
況
に
つ
い
て
い
え
ば
、

わ
た
し
は
、

わ
が
国
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ

「
ま
ず
第
一
に
、

リ
ア
l
ト
独
裁
を
、
現
段
階
で
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
れ
は
次
の
諸
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
る
o
(
1
)
ド
イ
ツ
系
オ
l
ス
ト
リ

ハ
7
〉

ア
は
な
ん
ら
国
家
で
は
な
く
、
諸
地
方
の
非
常
に
ゆ
る
い
団
塊
な
の
で
あ
り
、
:
:
:
諸
地
方
は
社
会
的
に
ウ
ィ
ー
ン
と
ま
っ
た
く
異
な
っ

て
い
る
の
で
、

ウ
ィ
ー
ン
を
憎
み
、
r

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
力
の
基
礎
で
あ
る
首
都
、
諸
地
方
か
ら
食
糧
を
奪
う
首
都
を
振
り
払
い
た
い

日
々
も
て
あ
そ
ん
で
い
る
。
ほ
と
ん
ど
町
も
な
い
諸
地
方
に
お
け
る
労
働
者
の
力
は
、

」
れ
ら
の
遠
心
的
傾
向
を
克
服

と
い
う
考
え
を
、

す
る
に
足
る
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
c

労
働
者
階
級
さ
え
も
ウ
ィ
ー
ン
へ
余
剰
食
糧
を
輸
出
す
る
こ
と
を
妨
げ
る
傾
向
が
あ
り
、

ま
た
み
ず

か
ら
分
立
主
義
的
傾
向
の
影
響
を
受
け
る
こ
と
を
好
む
か
ら
、
そ
の
力
は
い
っ
そ
う
小
さ
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、

ソ
ヴ
ェ
ト
独
裁
が

宣
言
さ
れ
れ
ば
、
圧
倒
的
に
農
民
が
住
み
そ
れ
ゆ
え
に
聖
職
者
的
・
農
業
的
で
あ
る
誇
地
方
が
直
ち
に
ウ
ィ
ー
ン
か
ら
分
離
す
る
結
果
に

ま
っ
た
く
あ
り
そ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
・
:
:
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
政
府
の
権
威
は
ウ
ィ

l
ゾ
お
よ
び
、

な
る
こ
と
は
、

ウ
ィ
ー
ナ
ー
・
ノ
イ
シ

北法27(3・4-25)383



説

ュ
タ
ッ
ト
巧
ロ

-zmgg含
や
シ
ュ
タ
イ
エ
ル
マ
ル
ク
の
工
業
地
域
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、

こ
う
し
た
地
域
へ
の
食
糧
供
給

は
、
文
字
ど
お
り
不
可
能
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
飢
え
に
迫
ら
れ
て
、
独
裁
は
き
わ
め
て
短
時
間
の
う
ち
に
倒
れ
る
で
あ
ろ
う
。

-:A 
"附

(

2

)

ウ
ィ
ー
ン
お
よ
び
工
業
地
域
へ
の
給
食
は
、
協
商
国
か
ら
の
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
し
か
し
協
商
国
は
、

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の

ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
を
公
正
な
被
保
険
者
と
は
考
え
な
い
と
い
う
た
だ
そ
れ
だ
け
の
理
由
で
、
輸
入
を
止
め
る
で
あ
ろ
う
。
食
糧

の
輸
入
を
止
め
る
だ
け
で
、
悲
惨
な
餓
死
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
の
石
炭
の
輸

入
も
中
止
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、

ガ
ス
や
電
気
事
業
そ
れ
に
す
べ
て
の
工
場
は
、
直
ち
に
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
二
、

一
一
一
日
後
に
は
、
家
庭
や
台
所
用
の
石
炭
さ
え
も
乏
し
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
飢
え
と
餓
死
に
脅
か
さ
れ
て
、

大
衆
は
ふ
た
た
び
独
裁
に
反
対

し
て
立
ち
上
が
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
)
協
商
国
に
向
か
い
あ
っ
て
い
る
わ
れ
わ
れ
の
軍
事
的
状
況
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
そ
れ
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
て
い
る
。

協

商

問

は
、
ウ
ィ
ー
ン
に
よ
っ
て
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
遮
断
さ
れ
る
こ
と
を
甘
受
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。

な
ら
、
そ
の
場
合
に
は
、
彼
ら
の
権
力
構
造
全
体
が
崩
壊
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
。
協
商
国
に
と
っ
て
は
、

内

8
)

比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
重
要
な
場
所
で
あ
る
。
そ
の
う
え
ま
た
、
協
商
国
に
と
っ
て
は
、

ウ
ィ
ー
ン
は
ブ
ダ
ベ
ス
ト
と
は

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
抑
圧
す
る
よ
り
も
わ
れ
わ
れ
を

抑
圧
す
る
こ
と
の
方
が
ず
っ
と
容
易
で
あ
る
だ
ろ
う
。
協
商
国
は
、
赤
軍
を
組
織
す
る
時
聞
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ず
に
、

わ
れ
を
占
領
す
る
で
あ
ろ
う
O
i
-
-
軍
事
的
に
は
、
こ
れ
は
非
常
に
容
易
で
あ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
人
は
テ
ィ
ロ

l
ル
と
ケ
ル

γ
テ
γ
を
占

領
し
て
い
る
。
:
:
・
二
、
三
日
以
内
に
彼
ら
は
、
数
値
旅
団
を
ウ
ィ
ー
ン
へ
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
チ
ェ
コ
人
は
ウ
ィ
ー
ン
か

ら
急
行
列
車
で
わ
ず
か
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
あ
り
、
鉄
道
網
を
い
ち
べ
つ
す
れ
ば
、
ウ
ィ
ー
ン
に
対
す
る
軍
事
行
動
は
、
彼
ら
に
と
っ

ま
っ
先
に
わ
れ

て
、
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
い
か
な
る
寧
事
行
動
よ
り
も
容
易
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
た
し
か
に
、

全
体
の
軍
事
行
動
に

は
、
わ
ず
か
三
個
師
団
が
必
要
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。
チ
ェ
コ
人
と
イ
タ
リ
ア
人
は
、
彼
ら
自
身
の
聞
で
、

そ
れ
だ
け
の
軍
隊
を

北r.t27(3・4-26)384
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一九一九年のオーストリア社会民主党とハンカリー・ソヴェト共和国の関係

難
な
く
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
イ
タ
リ
ア
軍
は
行
動
す
る
準
備
が
で
き
て
い
る
」
し
、
イ
タ
リ
ア
に
は

ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は
一
般
に
、
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
経
済
的
搾
取
の
地
域
に
し
よ
う
と
す
る
イ
タ
リ
ア
の
計
画
の
一
部
だ

か
ら
で
あ
る
。
」
そ
れ
ゆ
え
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ソ
ヴ
ェ
ト
独
裁
が
外
国
列
強
に
よ
る
「
占
領
」
を
伴
う
と
い
う
こ
と
は
、
「
主
わ
め

「
そ
の
気
が
あ
る
だ

て
あ
り
そ
う
な
こ
と
」
で
あ
る
。

わ
た
し
は
、

非
常
に
ま
も
な
く
敗
北
と
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
完
全
な
武
装
解
除
に
終
わ
る
と
思
わ
れ

「
こ
う
し
た
事
情
の
も
と
で
、

る
冒
険
を
さ
け
る
こ
と
が
、

わ
れ
わ
れ
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
わ
れ
わ
れ
の
義
務
は
、
待
つ
こ
と
、
諸
事
件
の
今
後
の
経
過
が
決
定

的
な
計
画
の
チ
ャ
ン
ス
を
い
っ
そ
う
有
利
ら
し
く
す
る
ま
で
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
力
と
資
源
を
保
存
す
る
こ
と
で
あ
る
よ
う
に
、

た
し
に
は
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
よ
続
い
て
パ
ウ
ア
l
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
世
界
全
般
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
路
線
の
論
議
に
移
り
、

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
講
和
条
約
に
か
ん
す
る
ド
イ
ツ
国
民
の
決
断
は
差
し
迫
っ
て
い
る
が
、

こ
れ
こ
そ
中
欧
革
命
の
運
命
に
対
し
て
決
定
的
な

重
要
性
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
指
摘
す
る
。
そ
の
時
ま
で
、
「
小
国
に
い
る
わ
れ
わ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
の
戦
闘
力
を
保
有
す
る
こ
と

し
か
で
き
な
い
。
:
:
:
わ
た
し
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
諸
事
件
を
、
最
大
の
共
感
を
も
っ
て
考
え
る
も
の
で
あ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
あ
ら
ゆ
る

こ
こ
で
の
反
革
命
の
勝
利
も
し
く
は
外
国
軍
隊
に
よ
る
わ
が

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
攻
撃
基
地
に
す
る
で
あ
ろ
う
よ
う
に
。
わ
れ
わ
れ
の
運
命
の
こ
の
よ
う
な
つ
な

が
り
は
、
あ
ら
ゆ
る
見
解
や
戦
術
の
相
違
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
れ
わ
れ
の
聞
に
広
範
囲
な
利
害
の
一
致
を
打
ち
立
て
る
。

反
革
命
は
、

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
最
大
の
脅
威
で
あ
る
だ
ろ
う
。
反
対
に
、

国
の
占
領
が
、

こ
れ
ら
の
相

違
は
、

わ
た
し
の
見
解
で
は
、
経
済
的
・
軍
事
的
状
況
の
相
違
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
。
:
:
:
」

」
こ
に
み
ら
れ
る
バ
ウ
ア
l
の
見
解
は
、
基
本
的
に
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
成
立
直
後
に
彼
が
ク
ノ
ッ
プ
ロ
ッ
ホ
公
使

に
与
え
た
指
令
、
一
二
月
二
十
三
日
の
「
労
働
者
新
聞
」
の
論
説
な
ど
に
み
ら
れ
る
も
の
と
大
差
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。

」
こ
で
は
た
し
か

に
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
社
会
主
義
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
相
違
が
単
に
戦
術
的
な
も
の
と
し
て
極
小
化
さ
れ
、

ま
た
両 オフ
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説

し
か
し
こ
の
利
害
の
一
致
は
む
し
ろ
地
政
学
と
歴
史
に
、

国
聞
に
存
在
す
る
「
広
範
な
利
害
の
一
致
」
が
保
証
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、

す
ぐ
る
戦
争
に
際
し
て
の
戦
友
関
係
に
、
ま
た
遠
い
先
の
社
会
的
・
経
済
的
ゴ

l
ル
に
根
ざ
す
も
の
で
あ
っ
て
、

主
義
路
線
を
即
座
に
採
用
す
る
こ
と
を
必
要
と
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
共
産

~þ.. a岡

」
の
手
紙
が
ク
ン
を
満
足
さ
せ
な
か
っ
た
こ
と
は
い
う

ま
で
も
な
い
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
襲
撃
が
成
功
し
た
場
合
お
こ
り
そ
う
な
協
商
国
に
よ
る
オ
!

し
か
し
、

ス
ト
リ
ア
占
領
は
、

ハ
ウ
ア
ー
が
こ
の
手
紙

ソ
ヴ
ェ
卜
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
自
身
の
寧
事
的
状
況
を
危
険
に
さ
ら
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
を
、

で
力
説
し
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
こ
れ
を
気
づ
か
せ
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
、
重
要
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
パ
ウ
ア
l
の
こ
の
指
摘
は
、
大
し
た
効
果
を
発
揮
し
な
か
っ
た
。
ソ
ヴ
ェ
ト
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産

党
は
、
六
月
中
旬
の
失
敗
に
落
胆
す
る
こ
と
な
く
、
急
速
な
立
ち
直
り
の
準
備
を
進
め
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
六
月
十
九
日
に
、
イ
ギ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
連
絡
将
校
ザ
イ
ラ
l
ω
巳
ロ

2
に
次
の
よ
う
な
情
報
を
伝
え
た
。
そ
れ
は
、
六
月
十
七
日

リ
ス
代
表
カ
ニ
ン
ガ
ム
は
、

に
ウ
ィ
ー
ン
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
使
館
で
、
ブ
ダ
ベ
ス
ト
か
ら
の
命
令
に
よ
り
、
近
い
将
来
を
め
ざ
す
行
動
計
画
が
決
定
さ
れ
た
、

と
い
う

も
の
で
、
「
内
外
の
連
繋
活
動
に
よ
っ
て
ウ
ィ
ー
ン
に
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
襲
撃
を
お
こ
さ
せ
、

ウ
ィ
ー
ン
の
富
裕
な
金
融
機
関
を
も
手
に
入
れ
よ
う
と
す
る
」
の
が
、
そ
の
内
容
で
あ
っ
た
。

プ
レ
ス
ブ
ル
ク
に
対
す
る
新
し
い
作

戦
基
地
を
獲
得
す
る
ば
か
り
で
な
く
、

の
新
し
い
共
産
主
義
者
の
暴
動
は
、
同
時
に
行
な
わ
れ
る
フ
ェ
ル
ド
パ
ッ
ハ

ム
ル
河
畔

m，巾
E
V白
nr
、
ウ
ィ
ー
ナ
ー
-
ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト
、

の
プ
ル
ッ
ク
∞

2nw由
・
仏

-
Z
5
に
対
す
る
赤
軍
の
行
動
と
組
合
わ
せ
て
、
六
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
聞
に
計
画
さ
れ
て
い

た
。
カ
ニ
ン
ガ
ム
は
こ
の
報
告
が
き
わ
め
て
重
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
に
注
意
を
促
し
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
が
自
己
の
兵
力
で
こ
の
計

画
の
実
現
を
阻
む
こ
と
が
で
き
る
自
信
が
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
れ
と
も
協
商
固
か
ら
の
援
助
を
必
要
と
す
る
か
ど
う
か
を
、

で
き
る
だ
け

早
く
」
知
ら
せ
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
は
、
「
わ
れ
わ
れ
は
自
分
の
軍
隊
で
わ
れ
わ
れ
自
身
を
そ
れ

だ
け
い
っ
そ
う
よ
く
守
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
:
:
:
な
ぜ
な
ら
わ
れ
わ
れ
は
、
「
国
民
防
衛
隊
」
を
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、

北法27(3・4-28)386
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さ
ら
に
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
全
人
民
の
抵
抗
を
あ
て
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」
と
伝
え
て
、

カ
ニ
ン
ガ
ム
を
満
足
さ

せ
た
υ

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和問の関係

こ
こ
で
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
労
働
者
の
実
情
に
目
を
向
け
よ
う
。
六
月
末
か
ら
七
月
は
じ
め
に
か
け
て
開
か
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
、

労
働
者
協
議
会
の
会
議
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
モ
ス
ク
ワ
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
に
、

新
た
な
失
望

を
与
え
た
ο

こ
の
時
期
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
ソ
ヴ
ェ
ト
の
態
度
は
、
大
体
に
お
い
て
社
会
民
主
党
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し

た
か
ら
で
あ
り
、
共
産
党
の
新
聞
「
社
会
革
命
」

ωONE-巾

MN2
。-
E
Eロ
の
論
説
は
、
こ
の
態
度
を
「
何
よ
り
も
先
ず
協
商
諸
国
の
革
命

を
待
ち
う
け
る
も
の
」
と
批
判
し
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
の
指
導
的
人
物
の
一
人
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア
l
ド
ラ
!
の
態
度
に
つ
い

て
、
特
別
な
追
憶
の
怠
を
表
明
し
た
υ

共
産
主
義
者
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
建
設
を
主
張
し
て
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
や
ノ
ス

ケ
の
ド
イ
ツ
と
の
合
併
に
反
対
し
て
い
た
の
に
、

ア
l
ド
ラ
l
は
「
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
二
世
も
シ
ャ
イ
デ
マ
ン
も
ノ
ス
ケ
も
、
何
人
と
い
え

わ
れ
わ
れ
が
ド
イ
ツ
を
社
会
主
義
的
な
ド
イ
ツ
に
す
る
こ
と
を
妨
げ
え
な
い
」
と
い
う
強
い
期
待
を
も
っ
て
、

と'も、

ド
イ
ツ
と
の
合
併

に
臨
時
し
な
か
っ
た
し
、

ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
が
ア

i
ド
ラ
l

に
党
首
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
申
し
入
れ
た
と
き
、
彼
は
こ
の
申
し

入
れ
を
断
っ
て
、
共
産
党
を
ひ
ど
く
落
胆
さ
せ
て
い
た
。
そ
こ
で
「
社
会
革
命
」
の
論
説
は
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
レ
l
ニ
ン
に
な
る
能
力

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ノ
ス
ケ
に
な
っ
た
こ
と
を
嘆
い
た
の
で
あ
る
。

の
あ
る
」
フ
リ
!
ド
リ
ヒ
・
ア

i
ド
ラ
l
が
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ソ
グ
ェ
ト
会
議
が
攻
撃
的
な
革
命
活
動
に
か
か
り
合
う
こ
と
を
拒
有
し
た
の
は
、

政
府
の
外
交
政
策
を
あ
る
程
度
反

映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
オ
ー
ス
ト
リ
ア
は
食
糧
や
原
料
に
つ
い
て
協
商
固
に
依
存
し
て
い
た
の
で
、

慎
重
に
行
動
せ
ざ
る
を
え

ず
、
特
に
平
和
条
約
が
起
草
さ
れ
つ
つ
あ
る
段
階
で
は
、
以
西
方
的
政
策
を
追
求
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。
政
府
は
し
ば
し
ば
西
欧
の

つ
常
国
主
義
」
を
熱
心
に
批
判
し
た
け
れ
ど
も
、
自
己
の
安
全
に
対
す
る
真
の
脅
威
は
む
し
ろ
東
方
か
ら
来
る
と
信
じ
て
い
た
。

そ
の
た

eh 

ロ
シ
ア
と
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
バ
イ
エ
ル
ン
の
ソ
ヴ
ェ
ト
根
拠
地
と
連
結
し
、

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
を
中
欧
地
域
へ
さ
ら
に
拡
大
し
よ
う

~tì1mC3・ 4-29)387



説

と
す
る
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
猛
運
動
と
は
、
衡
突
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
オ
ッ
ト
l
・
パ
ウ
ア
l
の
態
度
に
つ
い
て
、
最
後
に
付
言
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
の
は
、

そ
れ
が

"♂弘

同Hi

〉ロ∞
n
E
C
Z

へ
の
希
望
に
よ
っ
て
広
範
囲
に
規
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
彼
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
の
レ
l
テ
共
和
国
樹
立
を
拒
否
し

た
け
れ
ど
も
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
に
は
反
対
で
な
く
、
む
し
ろ
そ
の
政
治
的
効
果
に
期
待
を
か
け
て
い
た
。

ま
ず
彼
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
恐
怖
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
サ
ー
ク
ル
を
〉

E
n
z
c
g
-支
持
の
気
持
に
傾
か
せ
る
で
あ

ろ
う
と
考
え
た
。
さ
ら
に
六
月
の
ク
ン
お
よ
び
カ

l
ル
・
レ
ン
ナ

l
あ
て
の
手
紙
を
み
れ
ば
、
明
ら
か
に
パ
ウ
ア

l
は
、
協
商
困
が
ハ
ン

ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
と
の
長
期
に
わ
た
る
対
決
の
う
ち
に
、
〉
ロ
加
口

E
z
g
反
対
の
意
志
を
弱
め
、
平
和
交
渉
の
際
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の

〉

E
n
z
c
g
要
求
を
む
し
ろ
容
認
す
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
期
待
を
か
け
て
い
た
こ
と
が
、
知
ら
れ
る
の
で
あ
的
。

の
み
な
ら
ず
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
園
内
の
政
治
的
力
関
係
に
も
顕
著
な
反
作
用
を
及
ぼ
さ
ず
に
は
お
か
な
か
っ

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
政
情
は
、

た
。
凶
月
半
ば
に
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
と
チ
ェ
コ
軍
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
攻
撃
が
開
始
さ
れ
、

五
月
は
じ
め
に
は
は
や
く
も
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
が
ブ
ダ

ペ
ス
ト
に
せ
ま
り
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
壊
滅
の
危
機
に
直
面
し
た
。
そ
し
て
五
月
五
日
に
は
、

フ
ラ
ン
ス
軍
占
領
下
の
南
部
ハ

ン
ガ
リ
l
の
セ
ゲ
ド

ωN巾
ぬ
白
内
同

に
反
革
命
政
府
が
つ
く
ら
れ
、

ホ
ル
テ
ィ
冨
同
r
Z回
国
0
3
7
可
が
陸
相
と
し
て
参
加
し
、
「
国
民
軍
」
を

組
織
し
て
ブ
ダ
ベ
ス
ト
入
り
を
準
備
し
て
い
た
。
パ
ウ
ア
l
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
反
動
的
・
復
古
的
勢
力
の
強
化
、
が
オ
l
ス
ト
リ

ア
に
お
け
る
社
会
民
主
党
の
も
ろ
も
ろ
の
可
能
性
に
制
限
を
加
え
る
で
あ
ろ
う
こ
と
を
、

よ
く
知
っ
て
い
た
。

五
月
六
日
の
カ
ウ
ツ
キ
l

あ
て
の
手
紙
で
、
彼
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
わ
た
し
は
今
、
二
重
の
重
荷
を
負
わ
さ
れ
て
い
る
o

講
和
の
準
備
と
社
会
化
が
そ
れ
で
あ
る
が
、
双
方
と
も
状
態
は
よ
く
な
い
。

ぜ
な
ら
、
ブ
、
タ
ベ
ス
ト
に
お
け
る
挫
折
が
こ
こ
で
も
不
平
家
の
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
を
力
づ
け
、

わ
れ
わ
れ
を
弱
め
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

〉
口
出
口
巴
己
叩
回
、
が
成
立
し
な
い
な
ら
ば
、

す

i
ス
ト
リ
ア
は
み
じ
め
な
農
民
国
家
と
な
り
、
そ
こ
で
は
、
政
治
を
行
な
う
こ
と
は
苦
労
に
値

J七法27(3・4-30)388
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(uv 

し
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
」

一九一九年のオーストリアn:会民主党とハンガリー・ソグェト共和国の関係

チ
ェ
コ
の
社
会
民
主
党
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
に
有
効
な
援
助
を
与
え
な
か
っ
た
こ
と
を
批
判
し
、

一
九
一
九
年
奈
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
お
け
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
は
、
「
全
中
欧
に
お
け
る
革
命
の
諸
力
を
鎖
か
ら
解
き
放
し
た
で

あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
も
彼
は
、
外
相
と
し
て
、
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
外
国
の
干
渉
を
支
持
し
よ
う
と
す
る

い
っ
さ
い
の
試
み
に
強
く
反
対
し
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
武
器
を
用
立
て
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
こ
れ
は
、

パ
ウ
ア
ー
は
ま
た
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
を
中
欧

に
お
け
る
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
拠
点
に
す
る
と
と
も
に
、
東
西
間
の
中
立
の
と
り
で
に
す
る
こ
と
を
望
み
、
新
た
な
戦
争
に
巻
き
こ

ま
れ
る
こ
と
を
極
力
避
け
よ
う
と
し
た
こ
と
の
表
わ
れ
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
抑
え
よ
う
と
す
る
協
商
国
お

よ
び
近
隣
継
点
諸
国
に
い
っ
さ
い
の
援
助
を
拒
否
し
た
こ
と
は
、

ハ
ウ
ア
!
と
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
結
束
を
示
す
も
の
と
解
さ

れ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
外
交
政
策
に
一
つ
の
厄
介
な
重
荷
を
負
わ
せ
る
結
果
に
な
っ
た
こ
と
は
、

あ
る
。

シ
ュ
タ
イ
ナ
!
の
指
摘
す
る
と
お
り
で

(
1
)
国
民
ω〉
-
p
r
M
L
E
F
T
Z
-
Hリ
G
E
t
-
H
w

∞E
o
p
玄
巳

M吋・

(
2
〉
回
Z
E
E
-
s
に
つ
い
て
は
、
。
-
E
C
2・
E
。
Z
2
2
n
r
R
Z
月

2
0
]
三
E
P
巧
E

一回日
ω
・
ω

一ω∞
l
一AN
参
照
。

(
3
)
ω
G
N
E
r
H
N
2
0
7
E
C
P
F
2

一N.

〈

4
〉
同
ZL-
続
い
て
ベ

l
ラ
・
ク
ン
は
、
次
の
電
報
を
ウ
ィ
ー
ン
の
共
産
主
義
者
役
員
会
に
送
っ
た
。
「
わ
た
し
は
す
べ
て
の
準
備
を
完
了
し
た
。
機
敏
に

見
気
を
も
っ
て
前
進
せ
よ
!
生
か
死
か
は
成
行
き
に
か
か
っ
て
い
る
。
」

0
・
F
Eア
ロ
可
申
込

2
5
K
Z
2
z
m
2
0
E
E
C
P
ω
・
一
色
・

(
5
〉
〉
手
2
Z円
l
N
Z
E口問

-
T三
-m-

(
6〉
出

国

ω〉
-
Hリ
2
N
-
M白
NWHν
『
伊
凹

E
E
E
r
g
-
司

0
5
2
H
V
F
』

x
r
a
A」
口
問
印
円
ロ
ロ
ロ
仏
〈

2Ew--
』
ロ
日
一
∞
・

(

7

)

一
九
一
八

l
一
九
年
に
分
立
主
義
者
の
勢
々
が
特
に
強
か
っ
た
の
は
、
同
ず
D
ア
〈
O
邑
宮
お
お
よ
び

r
z
E誌
の
諸
州
で
あ
っ
た
。

(
8〉
四
月
危
機
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
、
カ
ニ
ン
ガ
ム
大
佐
は
ま
さ
に
こ
の
こ
と
を
パ
ウ
ア
1
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
に
強
調
し
て
い
た
o
Z
0
5

明

3
5
H
}『
何
回

m
F
〉
r
g
L
r
F
2
・
〉
耳
目
-
一
∞
・
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〈
9
〉

出

国

ω
P
何一
x
∞∞

7

C
口
四
日
ロ
一
¥
一
0
・

F
E
2
口、

H，E
宅
g
r
c
E
E同円三
5
2ロ
ωロ
牛
耳
当
1
2
E
=
m
E
m
n
7
0
2
の
見
出

Nク
刃

3
5ユ
』
ロ
コ
回
向
。

(
叩
)
〉
『
『
宮
昨
日
同
忠
一
回
一
回
・
司

S
L
R
-
Mユ
P
-
R
7
2
司

E
円

c
r
o
-
-
ι
2
〈

q
E口《出口門戸間
3
・
ω-
一
u
o
w
〈

2
0
5
門戸円

C
0
2
7
R
r丹
内
庁
円
〉
吾
作
回
件
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同

σ
7
2
m
E
m
u

Z
2
Z
H門

ω宏
一
口

2
・

E
2
g
E
Z
2
=
E
込
吊
メ
コ

ω口
z
z
a
E加
0・
一
回
一
∞

¥
5・J
E
U
-。
〉
ロ

2
2
2口
問
内
山
内
問
国
与

ω
z
a
3
2円
Z
P
宅
再
三
国
吋
0
・
∞
-

ム
1
1
印
{

(
日
〉

ωGNU-mHμ
め
〈

c
r
t
o
p
】

Eユ
M
∞・

〈
ロ
〉
出
回

ωkr.
∞
2
2
l
Z
ω
口町一

ω自
・
∞

2m川町内
W2Hハ
-
m
2
5
2
巳門戸門】∞
mvF
関

E
f
」
戸
口
同
一
回
一

u
・
ω
g
5
2・
0℃・

2円
J

∞
・
合
〕
1

.

(日
)
F
gロ
E
C
C
E
-
-
5
Z
E
Z
C『

ω
c
n
E
民

2
8門
下
〉

E
m門司
ι白
5
・
回
ユ
え
毛
色
宮
町
一
次

ωニ
宍

E
g
r可

UHH
印

o
m
・
7向
日
?
一
回
一
∞
一

ω件。
5
ヨ
-
F
H仏・

(川門〉

0
・
∞

E
q
-
U
E
〉

ZRω
ず

g
仏
2
L
o
z
g口
72dωGNMmw庄
内

g
c
r円釦件
5
5
L
q
H，moronrcm-c者向凶
r
E
n
r
g
岡山岳
z
r
z
F
吋
名
-
F
R
ω
n
y
a
E
C
一旧日一

-ω

吋

F
U
・
し
か
し
バ
ウ
ア
l
は
、
自
悶
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
は
、
多
く
の
論
拠
を
も
ち
山
し
て
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
の
弁
護
者
た
ち
に
反
対
し
て
お

り
、
こ
れ
は
、
す
で
に
考
察
し
た
と
お
り
で
あ
る
。

(
江
川
)
宮
内

5
2・
0
℃
・
口
一
ア

ω-hpg・

て/斗

d問

五

ハ

ン

ガ

リ

ー

・

ソ

ヴ

ェ

ト

共

和

国

の

結

末

と

オ

ー

ス

ト

リ

ア

本
ぷ
の
課
題
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
最
終
段
階
に
お
け
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
関
係
を
検
討
す
る
こ
と
で
あ
る
。

七
月
に
な
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
情
勢
が
急
速
に
悪
化
し
た
と
き
、

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
は
七
月
二
十
一
日
を
め
ざ
し
て

世
界
的
規
模
の
ゼ
ネ
ス
ト
を
指
令
し
た
。
こ
れ
が
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
援
護
を
意
味
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、

〈

1
)

の
共
産
党
新
聞
に
も
、
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
が
万
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
呼
び
か
け
た
ど
た
ん
場
の
ア
ピ
ー
ル
に
も
、
同
じ
く

ウ
ィ
ー
ン

助
け
を
求
め
る
調
子
が
響
い
て
い
た
。
「
解
放
さ
れ
た
が
な
お
苦
し
ん
で
い
る
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、
諸
君
に
友
愛
の
言

私
一
討
を
よ
び
か
け
る
。
た
だ
一
種
類
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
、
す
な
わ
ち
革
命
的
行
動
の
そ
れ
し
か
存
し
な
い
の
で
あ
る
こ

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
は
、

七
月
二
十
一
日
(
日
曜
)
の
デ
モ
が
共
産
主
義
者
の
計
画
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
、

七
月
十
八

北法27(3・4-32)390
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日
の
ア
ピ
ー
ル
で
、
予
定
の
デ
モ
が
日
曜
に
行
な
わ
れ
る
か
月
曜
に
行
な
わ
れ
る
か
は
地
方
協
議
会
が
決
め
る
こ
と
だ
と
声
明
し
、

ス
ト
リ
ア
共
産
党
お
よ
び
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
示
し
た
と
は
刷
の
日
に
デ
モ
の
行
な
わ
れ
る
可
能
性
を
聞
い
た
。
ま
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
労

働
者
た
ち
に
は
、
デ
モ
が
他
の
要
求
と
結
び
つ
け
ば
、
其
の
目
的
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
警
告
が
与
え
ら
れ
た
)
0

七
月
二
十

オ

日
の
「
労
働
者
新
聞
」
に
出
た
一
ペ
ー
ジ
大
の
ア
ピ
ー
ル
は
、
「
国
際
的
な
団
結
」
の
た
め
に
、
ま
た
「
責
欲
な
帝
国
主
義
、
搾
取
す
る
資

本
主
義
に
反
対
し
、
反
革
命
の
陰
謀
に
対
抗
し
て
」
デ
モ
す
-
行
な
う
こ
と
を
労
働
者
に
要
求
し
て
い
た
が
、
同
時
に
そ
の
デ
モ
を
ま
っ
た

く
「
静
か
に
威
厳
を
も
っ
て
」
行
な
う
よ
う
、
間
一
一
孟
口
し
て
い
た
)
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
労
働
者
に
対
す
る
ア
ピ
ー
ル
は
遵
守
さ
れ
ず
、

式
声
明
で
、
国
際
的
な
ス
ト
ラ
イ
キ
が
失
敗
に
終
っ
た
こ
と
を
認
め
た
が
、
そ
れ
に
続
い
て
ジ
ノ
ヴ
ィ
エ
フ
は
、

の
ス
ト
ラ
イ
キ
運
動
を
抑
制
し
た
と
し
て
、
彼
ら
を
非
難
し
た
。

コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
執
行
委
員
会
は
七
月
二
十
四
日
の
公

社
会
主
義
者
た
ち
が
こ

ハ
ン
ガ
リ
ー
が
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
樹
立
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
の
最
後
の
好
機
会
が
や
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、

七
月
末

そ
の
あ
と
、

の
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
に
お
け
る
対
オ
ー
ス
ト
リ
ア
講
和
条
件
の
公
表
で
あ
っ
て
、
そ
の
き
び
し
い
内
容
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
革
命
的
感
情
の
み
な
ら
、
ず
愛
函
的
感
情
を
も
刺
激
し
た
か
ら
で
あ
る
。
共
産
主
義
の
「
赤
旗
」
虫
巾
M
N
O
円巾

F
r
R
は、

講
和
条
件
の
受
諾
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
と
っ
て
「
自
殺
」
行
為
で
あ
り
、
「
唯
一
の
救
済
者
は
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
で
あ

幻
」
と
主
張
し
、
た
と
え
そ
の
結
果
協
商
圏
に
よ
る
占
領
が
お
こ
っ
て
も
、
つ
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
共
和
国
の
た
め
の
闘
争
」
後
の
占
領
は
、
イ

(
8
}
 

ギ
リ
ス
・
フ
ラ
ン
ス
・
イ
タ
リ
ア
・
ア
メ
リ
カ
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
ま
っ
た
く
違
っ
た
印
象
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
、

北t士会27(3・4-33)391

と

論

じ

て

い

た
。
西
側
へ
の
挑
戦
は
た
と
え
取
る
に
足
ら
ぬ
ゼ
ス
チ
ュ
ア
で
あ
る
に
し
て
も
、
そ
れ
は
明
ら
か
に
英
雄
的
な
も
の
で
あ
り
、

少
な
く
と

も
長
期
的
な
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
」
利
益
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
「
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
の
殺
人
的
講
和
」
の
受

け
入
れ
は
ド
イ
ツ
系
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
絶
望
的
に
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

ま
た
こ
の
講
和
は
、

民
族
自
決
の
歎
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楠
的
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
に
、

西
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
問
題
を
め
ぐ
っ
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
対
立
さ
せ

ょ
う
と
し
て
い
る
と
非
難
さ
れ
た
。
「
わ
れ
わ
れ
共
産
主
義
者
は
た
だ
、
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
の
自
決
を
認
め
る
だ
け
で
あ
る
。
:
:
:
そ
の

-:A 
tiAU 

受
諾
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
奴
隷
化
と
植
民
地
化
に
導
く
よ
う
な
講
和
は
、

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
無
力
な
従
属
国
家
|
|
ポ
ー
ラ
ン
ド
、

チ
コ二

::I 

ス
P

ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
成
る
ー
ー
に
よ
る
西
側
の
壁
を
つ
く
り
し
、
「
ロ
シ
ア
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和

国
を
押
え
る
こ
と
」
を
狙
っ
た
も
の
に
す
ぎ
な
い
。
そ
の
ほ
か
共
産
主
義
者
の
刊
行
物
の
な
か
に
は
、

る
特
別
の
同
情
、
講
和
条
件
に
対
す
る
は
げ
し
い
攻
撃
が
、
随
所
に
み
ら
れ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
に
対
す

要
す
る
に
、

ロ
シ
ア
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
主
義
者
は
、
戦
敗
国
で
あ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
ド
イ
ツ
を
特
に
有
望
な
目
標
と
み
な

し
、
連
合
諸
国
に
よ
る
苛
酷
な
条
約
の
お
し
つ
け
が
、
絶
望
に
陥
っ
た
こ
れ
ら
被
征
服
国
民
を
共
産
主
義
の
腕
の
な
か
へ
追
い
や
る
こ
と

を
望
ん
で
い
た
の
で
あ
り
、

主
要
な
動
機
は
、

七
月
末
に
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
闘
争
に
か
り
立
て
よ
う
と
し
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
の
必
死
の
努
力
の

ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
を
救
う
こ
と
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
扇
動
や
宣
伝
も
、
結
局
成
果

を
収
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

最
終
段
階
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
一
つ
の
重
要
な
問
題
点
が
残
さ
れ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
は
当
初
か
ら
不
安
定
で
あ
り
、
地
理
的
孤
立
、
敵
意
を
も
っ
た
近
隣
諸
国
に
よ
る
包
聞
、
軍
事
的
な
関
さ

が
、
そ
の
生
存
能
力
を
疑
わ
し
い
も
の
に
し
て
い
た
。
特
に
、
希
望
さ
れ
約
束
さ
れ
た
ソ
連
の
軍
事
援
闘
が
直
ち
に
来
な
か
っ
た
こ
と

が
、
重
大
な
れ
撃
を
与
え
た
。
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
は
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
チ
ェ
コ
軍
に
対
す
る
反
撃
を
開
始
し
、

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
に
進
撃
し
て
チ
ェ
コ
軍
と
ル
ー
マ
ニ
ア
寧
を
分
断
す
る
な
ど
、
つ
か
の
間
の
軍
事
的
成
功
を
収
め
た
が
、
こ
れ
も
、

ハ
ン
ガ

リ
ー
の
共
産
主
義
者
た
ち
の
念
頭
か
ら
暗
雲
を
取
り
除
き
は
し
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
革
命
の
周
辺
へ
の
拡
大
に
期
待
を
か
け
、

や
扇
動
に
力
を
入
れ
る
一
方
、
連
合
国
と
の
妥
協
に
よ
っ
て
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
を
で
き
る
だ
け
長
く
存
続
さ
せ
る
道
も
意
識
に
の

北法27(3・4-34)392
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ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
政
権
は
、
そ
れ
が
実
際
に
倒
れ
る
か
な
り
前
か
ら
、
い
や
い
や
な
が
ら
、
新
し
い
政
府
に
権
力
を
譲

ら
な
く
て
は
な
ら
ぬ
可
能
性
の
こ
と
さ
え
考
え
て
い
た
。
こ
の
こ
と
が
は
じ
め
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
と
チ
ェ
コ
軍

の
攻
繋
が
開
始
さ
れ
、
前
線
で
重
大
な
軍
事
的
敗
北
が
お
こ
っ
た
あ
と
の
五
月
一
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
の
夜
の
閣
議
で
、
ク
ン

フ
ィ
は
、
敵
意
の
停
止
と
そ
れ
に
関
係
す
る
新
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
閣
の
問
題
を
論
ず
る
た
め
に
協
商
国
と
模
索
的
な
交
渉
に
は
い
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
趣
旨
の
話
を
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
政
府
に
も
ち
か
け
る
べ
き
で
あ
る
と
提
案
し
た
。
し
か
し
頑
強
な
共
産
主
義
者

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
調
停
と
い
う
考
え
を
拒
否
し
、
そ
れ
は
「
党
の
統
一
を
破
壊
す
る
で
あ
ろ
リ
)
」
と

ぼ
っ
て
お
り
、

サ
ム
エ
イ
叶
手
。
円

ωN出
自
己
乙
可
は
、

警
告
し
た
。

こ
の
よ
う
な
ハ
ン
ガ
リ
ー
側
の
意
向
が
オ
ッ
ト

l

・
パ
ウ
ア
l
に
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
六
月
二
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
、

ン
ガ
ム
大
佐
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
相
を
訪
ね
て
、
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
プ
ダ
ベ
ス
ト
の
労
働
組
合
代
表
が
同
市
駐
在

明

5
3
5ロ
大
尉
に
近
づ
き
、
「
協
商
国
は
労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
る
政
府
を
認
め

と
い
う
の
で
あ
る
。

の
イ
ギ
リ
ス
代
表
フ
リ
l
マ
ン

る
か
ど
う
か
、
そ
の
場
合
に
は
、

西
側
諸
国
は
封
鎖
を
解
き
ハ
ン
ガ
リ
ー
と
講
和
を
結
ぶ
か
ど
う
か
」
を
尋
ね
た
、

」
れ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
軍
事
的
状
況
が
よ
く
な
っ
た
時
期
で
あ
っ
た
だ
け
に
、
驚
く
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
パ
ウ
ア

l
に
ど
う
受
け
と
ら
れ
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
カ
ニ
ン
ガ
ム
大
佐
は
パ
ウ
ア

i
に
こ
う
し
た
最
近
の
情
報
を
伝
え

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
ス
ト
政
権
が
労
働
組
合
の
指
導
者
と
社
会
民
主
党
に
率
い
ら
れ
る
政
権
に
変
わ
る
こ
と
は
、

な
が
ら
、

ー
ス
ト
リ
ア
に
利
益
を
与
え
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
政
治
的
利
害
と
も
一
致
す
る
か
ら
、
パ
ウ
ア

l
は
改
造
を
歓
迎
す
る
で
あ
ろ

う
と
考
え
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
こ
の
よ
う
な
政
府
は
、
隣
国
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
お
け
る
共
産
党
の
冒
険

ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
倍
、
が
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
拡
が
る
こ
と
を
妨
げ
る
ば
か
り
か
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
国
民
が
反
対
の
極

!
l

主
義
を
除
去
し
、

反
動
的
な
反
革
命
ー
ー
に
は
し
る
こ
と
を
も
防
ぐ
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

カ

オ

北法27(3・4-35)393



説

そ
の
後
あ
る
期
間
に
わ
た
っ
て
、

外
し
た
政
府
、

労
働
組
合
員
や
社
会
民
主
主
義
者
か
ら
成
り
共
産
主
義
者
を
除

西
方
諸
国
に
受
け
入
れ
ら
れ
講
和
を
締
結
で
き
る
よ
う
な
政
府
と
取
り
か
え
る
た
め
の
交
渉
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る

ハ
ン
ガ
り
l
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
を
、

~b. 
両同

が
、
そ
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
と
っ
た
の
が
、

ク
ン
で
あ
っ
た
か
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
労
働
組
合
お
よ
び
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
で
あ

っ
た
か
、
そ
れ
と
も
ウ
ィ
ー
ン
の
協
商
国
使
節
団
で
あ
っ
た
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
、
困
難
で
あ
る
。
た
だ
、

の
ち
に
ベ

l
ム
が
交
渉
の

立
を
受
け
て
ウ
ィ
ー
ン
に
赴
く
数
週
間
前
に
、
早
く
も
ブ
ダ
ペ
ス
ト
の
イ
タ
リ
ア
使
節
団
が
ク
ン
に
、
ヴ
ェ
ル
ト
ナ
l
H
・
者
己
昨
日
円
、
パ

ら
の
社
会
民
主
党
指
導
者
を
ウ
ィ
ー
ン
に
送
る
こ
と
を
求
め
た
事
実
が
あ
る
こ
と
は
、
知
ら
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く

イ
ヤ

l

』
・
勺
巾
可
巾
H

・

双
方
の
側
、
が
、
そ
れ
ぞ
れ
他
の
側
と
交
持
す
る
こ
と
を
熱
心
に
望
ん
だ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の

う
ち
可
能
な
か
ぎ
り
の
も
の
を
救
い
出
し
て
存
続
さ
せ
た
い
と
い
う
意
向
か
ら
、

ま
た
協
商
国
の
代
表
た
ち
は
、
絶
望
的
な
共
産
主
義
指

導
者
た
ち
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
を
平
和
裡
に
か
つ
急
速
に
改
造
す
る
の
を
手
伝
う
た
め
に
、

い
い
か
え
れ
ば
、
改
造
を
実
現
さ
せ
る
代
わ

り
に
共
産
主
義
指
導
者
た
ち
に
個
人
的
安
全
を
提
供
し
、
こ
う
し
て
、
協
商
国
軍
隊
を
直
接
巻
き
こ
む
よ
う
な
強
力
な
干
渉
を
せ
ず
に
す

ま
せ
た
い
と
い
う
気
持
か
ら
、
交
渉
に
の
り
出
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

ウ
ィ
ー
ン
で
行
わ
れ
た
交
渉
に
は
、

西
側
諸
国
の
代
表
、
特
に
イ
ギ
リ
ス
の
ウ
ィ
ー
ン
使
節
団
長
カ
ニ
ン
ガ
ム
大
佐
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の

指
導
的
な
社
会
民
主
党
員
で
、
先
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
赤
軍
司
令
官
で
あ
り
七
月
中
旬
以
後
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
八
ム
使
と
な
っ
た
ヴ

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
労
働
組
合
お
よ
び
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
相
オ
ヅ
ト
l
・
パ
ウ
ア

i

ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ベ

l
ム

が
闘
係
し
、
交
渉
の
大
部
分
は
、

れ
る
重
要
な
問
題
点
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
立
ち
入
っ
た
考
察
を
必
要
と
す
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
内
閣
お
よ
び
ク
ン
に
十
分
知
ら
せ
た
う
え
で
行
な
わ
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
過
程
に
み
ら

ベ
l
ム
が
七
月
十
日
に
陸
相
辞
任
を
申
し
出
た
と
き
、
内
閣
は
、
財
政
人
民
委
員
ヴ
ァ
ル
ガ
』

g民
〈
号
唱
の
示
唆
で
、
ベ
l
ム
に
ウ

ィ
l
ン
駐
在
公
使
の
地
位
に
就
く
こ
と
を
も
と
め
た
。
前
任
者
の
ツ
ォ

l
ベ
ル

H
W
門
口
氏
。
N
A
M
ゲ
巾
-

は
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
国
内
問
題
に
干
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渉
し
外
交
上
の
ま
務
に
は
な
は
だ
し
く
違
反
し
た
と
の
非
難
を
受
け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
の
強
要
で
召
還
さ
れ
て
い
た
。
当
時
ヴ
ア

ル
ガ
は
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
支
持
を
必
要
と
」
考
え
て
お
り
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
指
導
者
の
幾
人
か
と
親
し
い
」
ベ

l
ム
は
、

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和国の関係

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
言
い
分
を
通
す
う
え
で
大
い
に
役
立
つ
と
思
わ
れ
る
点
に
注
目
し
た
の
で
あ
る
。
ベ

l
ム
は
ク
ン
フ
ィ
、
ガ
ル
パ
イ
、

ェ
ル
ト
ナ
ー
ら
の
社
会
民
主
党
指
導
者
と
相
談
し
た
あ
と
、
受
諾
を
決
意
し
た
が
、
そ
の
際
政
府
に
三
つ
の
条
件
を
出
し
た
。
〈
1
)
オ
ー

ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
が
彼
の
任
命
を
歓
迎
す
る
か
ど
う
か
を
、
パ
ウ
ア
ー
か
ら
確
認
し
た
い
。

(
2
〉
オ
ー
ス
ト
リ
ア
内
で
の
ハ
ン
ガ
リ

ー
の
宣
伝
を
や
め
、
今
後
は
そ
の
た
め
の
物
質
的
援
助
を
い
っ
さ
い
停
止
し
て
ほ
し
い
。
(

3

)

ウ
ィ
ー
ン
駐
在
の
協
商
国
代
表
を
通
じ
て

協
商
国
側
の
意
向
を
確
か
め
、
必
要
が
あ
れ
ば
彼
ら
と
交
渉
す
る
権
利
を
自
分
に
与
え
て
ほ
し
い
、
と
い
う
の
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
ベ
ー

ム
に
よ
れ
ば
、
「
ク
ン
は
こ
れ
ら
の
条
件
を
喜
ん
で
受
け
い
れ
た
。
」
ベ

l

ム
は
当
時
す
で
に
ソ
グ
ェ
ト
政
府
を
倒
す
覚
悟
を
も
っ
て
い
た
と

推
察
さ
れ
、
ク
ン
も
こ
れ
に
気
づ
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
し
か
し
こ
の
時
点
で
は
、
彼
が
な
お
、
ベ

l
ム
と
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民

主
党
指
導
者
お
よ
び
連
合
国
代
表
と
の
ウ
ィ
ー
ン
で
の
交
渉
を
価
値
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
仮
定
で
き
な
い
。
七
月
十
四
日

に
、
ベ

l
ム
が
こ
う
し
た
事
態
の
進
肢
を
パ
ウ
ア

l
に
伝
え
た
と
き
、
パ
ウ
ア

l
は
満
足
し
た
よ
う
に
み
え
た
が
、
こ
の
場
合
に
も
、

l
ス
ト
リ
ア
の
園
内
問
題
に
対
す
る
不
千
渉
の
誓
約
を
強
く
要
求
し
た
。
そ
し
て
彼
は
、
直
後
の
七
月
十
六
日
に
、
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン

の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
代
表
団
長
カ
ー
ル
・
レ
ン
ナ

l
首
相
に
あ
て
て
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
お
け
る
変
化
は
切
迫
し
て
い
る
。
ウ
ィ
ー
ン
経
由
で

協
商
固
と
の
協
定
に
達
し
よ
う
」
と
す
る
一
つ
の
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
?
」
の
場
合
、
多
分
わ
た
し
が
調
停
を
行
な
わ
ね
ば
な
ら
な
い

わ
た
し
に
は
い
え
な
い
」
と
書
い
て
い
る
。

で
あ
ろ
う
が
、
し
か
し
こ
の
こ
と
が
お
こ
る
か
ど
う
か
は
、

ウ
ィ
ー
ン
の
ア
メ
リ
カ
代
表
ハ
ル
ス
テ
ッ
ド

こ
う
し
た
事
態
は
急
速
に
お
こ
っ
た
。
二
日
後
、

回出
]
2
2仏

(
A
・

c-
ク
l
リ
ッ
ジ

教
援
の
後
任
)
が
パ
リ
の
合
衆
国
講
和
交
渉
委
員
会
に
送
っ
た
電
報
の
な
か
で
、

オ
ッ
ト

l
・
パ
ウ
ア
ー
が
「
ベ

1
ラ
・
ク
ン
お
よ
び
ボ

ル
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
の
極
端
論
者
を
追
い
出
す
こ
と
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
ベ

l
ム
と
論
ず
る
つ
も
り
で
あ
る
と
カ
ニ
ン
ガ
ム
大
佐
に
語
っ
た ヴオ
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説

カ
ニ
ン
ガ
ム
と
わ
た
し
(
ハ
ル
ス
テ
ッ
ド
)

こ
と
が
述
べ
ら
れ
、
「
パ
ウ
ア

l
は
、
自
分
が
交
渉
を
行
な
う
べ
き
か
ど
う
か
、
も
し
く
は
、

論

が
そ
う
す
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
か
ど
う
か
を
、
知
り
た
が
っ
て
い
た
。
パ
ウ
ア
ー
に
は
、

た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

ベ

l
ム
と
話
し
あ
う
べ
き
だ
と
伝
え
て
お
い

こ
う
し
て
パ
ウ
ア

l
は、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
か
ら
権
力
を
引
き
継
ぐ
は
ず
の
新
ハ
ン
ガ
リ
ー
内
閣
の
形
成
に
か
ん
す
る
交
渉
で
、

調
停
者

の
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
っ
た
。
彼
が
ど
の
よ
う
な
考
え
で
こ
の
役
割
を
引
き
受
け
、

こ
の
交
渉
を
ど
の
よ
う
な
方
向
に
導
こ
う
と
し

な
お
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
知
ら
れ
る
こ
と
は
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
代
表
を
含
め
て
、

「
極
端
な
急
進
主
義
の
除
去
」
に
関
心
を
も
っ
す
べ
て
の
関
係
者
が
パ
ウ
ア

l
に
信
頼
を
よ
せ
て
い
た
よ
う
に
み
え
る
こ
と
で
あ
り
、
彼

，
-
ミ
キ
l
h

、

ふ

l
，h
u
L
M

ハ
ン
ガ
リ
ー
の

の
調
停
者
と
し
て
の
役
割
は
、
彼
自
身
の
強
い
自
発
的
意
志
に
も
と
づ
く
も
の
で
は
な
く
、

や
む
な
く
引
き
受
け
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
立

場
で
あ
り
、
当
時
の
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
複
雑
な
地
位
を
反
映
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
し
か
も
彼
は
す
ぐ
に
こ
の
役
割
を
離
れ
、

七
月

十
六
日
に
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
相
を
辞
任
し
て
い
る
。

ベ

l
ム
と
パ
ウ
ア
ー
に
よ
っ
て
始
め
ら
れ
た
交
渉
は
、
結
局
べ

l
ム
と
カ
ニ
ン
ガ
ム
大
佐
の
間
で
継
続
さ
れ
た
。

七
月
二
十
三
日
の
べ

ー
ム
と
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
口
取
初
の
会
合
で
、

カ
ニ
ン
ガ
ム
は
、

「
協
商
国
と
平
和
的
に
協

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
危
険
な
軍
事
的
状
況
を
考
慮
し
て

定
を
結
ぶ
必
要
」
を
強
調
し
、
自
分
は
協
商
国
の
他
の
代
表
た
ち
と
意
見
を
ま
と
め
た
う
え
で
、
今
後
数
日
中
に
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
と
の
諦

和
条
約
に
つ
い
て
、
バ
リ
に
半
ば
公
式
の
勧
告
を
行
な
い
た
い
と
語
っ
た
。
し
か
し
そ
の
際
、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
と
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
は

除
去
さ
る
べ
き
こ
と
、
あ
ら
ゆ
る
階
級
の
代
表
者
に
よ
る
新
政
府
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
、
独
裁
的
な
政
府
が
一
時
引
き
継
ぐ
べ
き
こ
と
を

ハ
ン
ガ
リ
ー
は
食
糧
と
石
炭
を
供
給
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
、
と
述
べ
て
い
る
。

要
求
し
、
そ
の
と
き
鎖
は
解
か
れ
、

そ
の
聞
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
軍
事
的
状
況
は
急
速
に
悪
化
し
た
。
七
月
二
十
六
日
の
協
商
国
の
声
明
は
、

ル
ー
マ
ニ
ア
寧
に
対
す
る
赤
軍

の
反
攻
が
最
近
再
開
さ
れ
た
こ
と
な
ど
の
理
由
で
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
と
ク
ン
を
公
然
と
非
難
し
て
い
た
、
が
、

ク

ン

は

な
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お

ブ
ダ
ベ
ス
ト
の
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
ィ
キ
政
府
は
協
商
国
と
の
交
渉
を
通
じ
て
救
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
、

と
い
う
幻
想
を
抱
き
続
け
て
い

一九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和国の関係

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
は
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
協
商
国
の
決
意
を
知
る
に
至
っ
た
と
き
、
彼
は
一
連
の
自
暴
自
棄

的
な
混
乱
し
た
動
き
を
み
せ
た
。
す
な
わ
ち
彼
は
、
多
分
い
っ
そ
う
有
利
な
条
件
を
得
ょ
う
と
す
る
目
的
で
、
他
の
二
人
の
社
会
民
主
党

た
。
し
か
し
、

指
導
者
ヴ
ェ
ル
ト
ナ
l
と
バ
イ
ヤ
ー
を
ウ
ィ
ー
ン
に
送
り
、
さ
ら
に
七
月
三
十
日
と
一
二
十
一
日
に
は
、
国
境
の
町
キ
ラ
イ
ヒ
ダ
関
町
主
三
ニ
去

の
駅
で
、
こ
れ
ら
二
人
お
よ
び
ベ

l
ム
と
会
見
し
て
い
る
。
サ
ン
・
ジ
ェ
ル
マ
ン
講
和
条
約
が
西
部
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
オ

1
ス
ト
リ

グ
ン
は
ベ

i
ム
に
電
報
を
う
っ
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
に
四

O
O、
0
0
0ク

ア
の
要
求
を
認
め
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
時
に
も
、

ロ
l
ネ
を
渡
す
よ
う
ベ
ッ
テ
ル
ハ
イ
ム
に
勧
め
て
ほ
し
い
と
頼
み
、

た
だ
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
は
、

を
宣
言
す
る
と
い
う
だ
け
の
条
件
で
、
協
商
国
が
約
束
し
て
い
る
す
べ
て
の
も
の
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
、

オ
l
ス
ト
り
ア
共
産
党
の

指
導
者
ト
マ
ン
叶
。
B
山
口
口
に
伝
え
て
く
れ
る
よ
う
に
依
頼
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
ベ

l
ム
は
、
「
ハ
ン
ガ
リ
ー
革
命
の
倒
れ
る
一
一
一
日
前
に

四

O
O、
0
0
0ク
ロ

l
不
を
提
供
し
子
供
じ
み
た
約
束
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
弓
・
・
-
飢
え

:
・
ク
ン
は
彼
自
身
と
そ
の
国
を
歎
き
、

て
い
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
り
ア

l
ト
を
、
新
し
い
革
命
に
と
び
こ
ん
で
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
を
宣
言
す
る
よ
う
誘
う
こ
と
が
で
き
る

と
信
じ
て
い
た
」
と
書
い
て
い
る
。
ベ

l
ム
は
ク
ン
に
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
園
内
問
題
に
干
渉
し
な
い
と
い
う
わ
れ
わ
れ
の
契
約
と
矛
問

す
る
」
こ
れ
ら
の
訓
令
を
実
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
通
告
し
、
翌
日
そ
の
訓
令
は
撤
回
さ
れ
た
。

ク
ン
は
、
軍
隊
が
「
今
ほ
ど
熱
狂
的
な
こ
と
は
か
つ
て
な
か
っ
た
」
と
主
張
し
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト

共
和
国
の
状
況
は
非
常
に
順
調
な
の
で
、
協
定
は
不
必
要
だ
か
ら
、
協
定
は
結
ば
な
い
よ
う
に
:
:
:
指
令
し
た
。
」
明
ら
か
に
ク
ン
は
、
協

商
国
の
提
示
し
た
条
件
が
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
に
な
ん
の
譲
歩
も
し
て
い
な
い
こ
と
を
す
で
に
確
認
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
最
後
ま
で
耐

七
月
三
十
一
日
の
キ
ラ
イ
ヒ
ダ
会
議
で
、

え
ぬ
こ
う
と
決
心
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

ク
γ
が
軍
事
的
状
況
に
つ
い
て
描
い
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
は
、
完
全
に
誤
っ
て
い
た
。

七
日
二
十
九
日
に
ル
ー
マ
ニ
ア
軍
は
テ
ィ
サ
川
を
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説

渡
っ
て
お
り
、
赤
軍
は
破
局
的
な
敗
北
を
蒙
っ
た
の
ち
、
崩
壊
し
た
。
ど
た
ん
場
で
ク
ン
は
、

ロ
シ
ア
は
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
関
心
と
同
情
を
も
つ
こ
と
を
保
証
す
る
と
答
え
た
に
と

レ

1
ニ
ン
に
軍
事
的
援
助
を
も
と
め
る
ア

論

、
戸
」
古
子
り
、

ピ

l
ル
を
行
な
っ
た
が
、

ク
ン
は
す
で
に
逃
亡
し
て
い
た
。

レ

l

ニ
ン
は
、

し
か
も
こ
の
電
報
が
ブ
ダ
ベ
ス
ト
に
到
着
し
た
と
き
に
は
、

七
月
三
十
一
日
、

労
働
組
合
の
指
導
者
た
ち
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
は
ず
の
新
政
府
に
権
力
を
護
渡
し
よ
う
と
い
う
動
議
が
ヴ
ェ
ル
ト

党
の
役
員
会
と
内
閣
の
合
同
会
議
で
、
ク
ン
自
身
の
示
唆
に
よ
っ
て
満
場
一
致
で

ナ
ー
か
ら
出
さ
れ
た
が
、
こ
の
動
議
は
翌
八
月
一
日
、

採
択
さ
れ
た
。
労
働
者
協
議
会
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
新
政
府
の
首
相
は
、

巨
を
つ
と
め
た
ユ
リ
ウ
ス
-
パ
イ
ド
ル
』
己

-EHM己
色
で
あ
っ
た
が
、

印
刷
工
組
合
の
指
導
者
で
先
に
カ

l
ロ
イ
内
閣
の
社
会
福
祉
大

新
政
府
は
そ
の
声
明
の
な
か
で
、

ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
は
協
商
国
の

最
後
通
牒
に
応
じ
た
こ
と
、
労
働
組
合
員
た
ち
の
新
臨
時
政
府
が
つ
く
ら
れ
た
の
も
協
商
国
の
希
望
で
あ
っ
た
こ
と
を
言
明
し
た
。
そ
の

聞
に
ク
ン
ほ
か
幾
人
か
の
共
産
主
義
指
導
者
た
ち
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
避
難
所
を
求
め
た
が
、

国
使
節
団
に
問
い
合
わ
せ
た
の
ち
、
行
動
の
自
由
を
き
び
し
く
制
限
す
る
条
件
で
、
彼
ら
に
避
難
所
を
認
め
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
は
ウ
ィ
ー
ン
協
商

ハ
ン
ガ
リ
ー
で
は
右
翼

の
も
の
さ
え
共
産
主
義
者
の
逃
亡
を
支
持
し
た
が
、
そ
れ
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
に
な
お
多
く
の
共
産
主
義
信
奉
者
が
あ
っ
た
か
ら
、
政
治
的

移
行
が
平
和
樫
に
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
、
共
産
主
義
指
導
者
の
逃
亡
が
望
ま
し
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

一
一
三
二
日
間
に
わ
た
る
ハ
ン
ガ

リ
l
・
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
そ
の
生
命
を
終
え
た
の
で
あ
る
。
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)
 

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
 

(
5〉
(
6〉

ω
G
N
U
-
o
H
N
2
0
一三一
D
P
V
M
E
U
-

-
r
-
L
J
]ロ
ご

-u.

〉
H
r
E
Z
?
N
2
Eコ
問
e

』己}日一∞-

Hr
一LJ
』ロ
-
F
M
O

穴
C
E自
己
口
広
丹

E
7
2
r
F
F
H
三
宮
E
E
C
E
-
-
2
0・
ω.
一
回
一
少
℃
・
印
印

ω『・・

Fodミ

-DMU--ヶ
・
℃
・

-
U
A
-

ENddoFU弘
p
w
u
F
B
E
r
g
H
B
E
E
f
Z
G・
M

・

-
2
u
-
志
お
吋
i
玄
白
子

2
・

8
・

nF同・
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一九一九年のオーストリア社会民主党とハンカリー・ソヴェト共和国の関係

(
7
)

問
。
丹
巾
匂
ω「
コ
タ
]
ロ
一
】

Mm-

〈

8
)
F
E
-
-
T
Z
2
.

(
9
)
H
r
E・

(
旧
)
講
和
条
約
が
発
表
さ
れ
た
と
主
、
ソ
述
の
新
聞
は
、
ド
イ
ツ
や
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
よ
う
な
敗
戦
国
民
に
刻
す
る
特
別
の
必
慮
を
表
明
し
た
百
円
ミ
含
・

ζ
a
-
ω
)
。
講
和
は
「
ド
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
に
と
っ
て
、
奴
隷
化
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
」
だ
ろ
う
(
『

N
Z
m
z
p
冨
ミ

戸
田
)
。
一
九
一
九
年
三
月
、
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
の
設
立
大
会
で
採
択
さ
れ
た
「
国
際
情
勢
と
協
商
国
の
政
策
に
か
ん
す
る
テ
ー
ゼ
」
も
、
特
に
「
敗
戦
諸
国

民
」
に
同
情
を
よ
せ
て
い
た
が
、
そ
れ
は
、
彼
ら
が
協
商
国
の
新
聞
で
、
不
断
の
憎
悪
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
的
に
な
っ
て
い
た
た
め
で
あ
っ
た
。
協
商
国

の
政
策
は
、
「
ト
イ
ツ
お
よ
び
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
人
々
に
死
刑
の
宣
告
を
下
し
た
。
」
(
同
C
口
S
E
r
-三
角
口
弘

5
E一-
Z
D
ア
宮
ミ
一
回
]
?
古
田

-
G
-

rod〈・
0同
w
n
F
?
・
ヲ
一
回
目
)
・

(

日

)

回

出

}ME--
ヨ
穴
Z
C
N町
内

5
叫

N
2
2
2
H
N
ヨ
i
z
E
g
g
-
ζ
Z
5
7
2

一umA.ω
・

ω印
N.

(ロ
)
H
r正
J
ω
・
谷
町
・

(
日
)
民
国
ω〉
-
m，
E
N
-
M四
N
-
P包
E
p
r
g
:
，
J

司

C
5
2
H
v
p
u
r・
2
0円
ぬ
〈

Cコ
T
E
ω
・

ハ
リ
門
〉
ク
ン
は
当
時
こ
の
提
案
を
無
説
し
て
い
た

ogEd--百・
2
丹・・

ω・印
C
口

〈
同
)
オ
ッ
ト

l

・
バ
ウ
ア

l
は
一
時
ブ
タ
ペ
ス
ト
に
紛
っ
て
い
た
ベ

l
ム
あ
て
の
七
月
十
六
日
付
の
手
紙
で
、
ァ
リ
ゼ
匡
一
足
払
(
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
の
フ
ラ

ン
ス
大
使
)
と
カ
ニ
ン
ガ
ム
の
来
訪
に
つ
い
て
知
ら
せ
て
い
る
。
「
両
者
は
、
わ
た
し
の
方
か
ら
な
ん
ら
促
し
も
し
な
い
の
に
、
彼
ら
白
身
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ヴ
で
、
わ
た
し
に
次
の
よ
う
に
語
っ
た
。
協
商
用
問
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
し
て
力
を
使
う
必
要
が
な
け
れ
ば
、
大
変
学
い
で
あ
る
だ
ろ
う
。
彼
ら
は

純
粋
に
社
会
主
義
的
な
政
府
と
交
沙
す
る
こ
と
を
大
い
に
望
ん
で
い
る
、
と
。
」
(
民
国
ω〉・

3凹
N・
M
m
N
-
p
e
E
Z
E
r
g
i
-
-
-
Z
F
)
他
方
、
〈
C]
・
〈
口

。
『
司
2
・河内一

C
・
ω
J
H
V
R
Z
H
v
g
R
n
o
D『2
2
R
に
は
、
も
し
必
要
な
ら
、
そ
の
隣
国
ル
ー
マ
ニ
ア
・
チ
ェ
コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
お
よ
び
ユ

1
・
コ
ス
ラ

ヴ
ィ
ア
を
通
じ
て
、
あ
る
い
は
フ
ラ
ン
ス
な
い
し
他
の
連
合
同
の
軍
隊
と
協
力
し
て
ハ
ン
ガ
リ
ー
-
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
を
破
砕
し
よ
う
と
す
る
、
連
合

国
側
の
軍
事
計
画
に
つ
い
て
の
、
豊
信
な
証
拠
が
含
ま
れ
て
い
る
。
実
際
じ
は
、
フ
ラ
ン
ス
政
府
は
イ
ギ
リ
ス
、
イ
タ
リ
ア
お
よ
び
ア
メ
リ
カ
の
支
持

な
し
に
軍
事
行
動
に
従
う
危
険
を
さ
け
た
い
と
考
え
た
た
め
に
、
ク
ン
政
府
に
対
し
て
自
己
の
兵
力
使
用
を
出
比
え
た
け
れ
ど
も
、
ク
レ
マ
ン
ソ

l
は一

九
一
九
年
七
月
二
十
六
日
に
、
五
大
同
代
表
団
長
会
議
で
、
当
時
の
ル
ー
マ
ニ
ア
寧
に
対
す
る
ハ
ン
カ
リ
l
軍
の
攻
勢
の
結
果
を
見
守
り
、
ま
た
ソ
ヴ

ヱ
ト
政
府
を
社
会
民
主
党
お
よ
び
労
働
組
介
の
指
導
者
た
ち
に
支
配
さ
れ
る
政
府
と
取
り
か
え
る
こ
と
の
可
能
性
を
待
つ
と
い
う
自
分
の
決
意
は
、
「
自

北法27(3・4-41)399 



説

分
が
決
し
て
行
動
し
な
い
」
(
〈
戸
ω
N
N
〉
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
、
仲
代
窓
を
促
し
た
。
し
か
し
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対

し
て
西
側
が
と
っ
た
実
際
の
処
置
に
つ
い
て
い
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
の
軍
隊
も
イ
タ
リ
ア
も
し
く
は
ア
メ
リ
カ
の
軍
隊
も
、
パ
リ
で
反
対
の
決
定
が
な
さ

れ
た
た
め
に
、
一
度
も
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
赤
軍
と
の
戦
い
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
ぽ
山
〉
切
a
r
g
-
D
M》・

2
7
ω
-
A
U吋
・

(
行
〉
ベ

l
ム
は
す
で
に
七
月
五
日
に
プ
ダ
ベ
ス
ト
で
聞
か
れ
た
ハ
ン
カ
リ
l
社
会
民
主
党
指
導
者
た
ち
の
秘
密
会
議
で
、
自
分
は
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
を
倒
す

た
め
に
登
場
し
た
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
す
る
軍
事
行
動
を
引
き
受
け
る
覚
悟
で
あ
る
と
言
明
し
て
い
る
(
告
・
巳

?
ω
・
芯
ω)
。
ウ
ィ
ー
ン
に
派
泣
さ

れ
て
か
ら
の
ベ

l
ム
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
公
使
と
し
て
ソ
グ
ェ
ト
政
府
を
代
表
し
て
お
り
、
タ
ン
の
訓
令
に
縛
ら
れ
は
し
た
が
、
他
方
彼
の
任
務
は
、
明

ら
か
に
、
協
商
国
と
の
交
渉
に
よ
っ
て
、
当
時
の
ハ
ン
ガ
リ
ー
政
府
の
改
造
と
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
除
去
を
基
礎
に
し
た
解
決
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
っ

た
。
パ
ウ
ア
l
は
ベ

l
ム
を
ハ
ン
カ
リ
l
社
会
民
主
党
の
代
表
と
み
な
し
て
い
た
し
(
明
日
河
内
]
-
C
・
ω
J
M
戸
沼
田
〉
、
協
商
国
代
表
た
ち
と
ぺ
|

ム
と
の
交
渉
に
あ
た
っ
て
、
前
者
は
ベ

l
ム
に
、
ク
ン
政
府
の
排
除
に
際
し
て
彼
が
積
極
的
な
役
割
を
も
つ
べ
き
こ
と
を
示
唆
し
〈
明
2
・河内一

C
-
ω
J

〈
戸
三
巴
、
ベ

i
ム
は
多
少
い
や
い
や
な
が
ら
も
(
〈

F
S
O
)、
そ
れ
に
同
意
し
た
。
ベ

l
ム
は
ク
ン
政
権
の
放
遂
に
は
一
カ
月
の
時
聞
が
必
要
で
あ

る
と
述
べ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
軍
事
的
敗
北
の
結
果
、
ソ
ヴ
ェ
ト
政
府
は
ず
っ
と
早
く
倒
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

(

叫

山

〉

出

国

ω〉
wMWX
品

目

ド

】

V
円郎

ω
5
5
r
r
z
.
M
1
0
}
L
R
¥吋
乙
。
四
円
山
ヨ

ω
E
ω
?
の
2
5巳ロ・

(
印
)
司
O
H

刃
包

-
C・
ω
J
〉

Q
F
Z
K干

(
初

)
H
E《】
J

Z

U

・

(

引

)

円

宮

内

同

J

町一印
I
1
2
m
-

(

辺

)

回

2
r
E
-
D℃
・
巳
寸
・

ω・印(〕
O

『・

(お〉

H
Z
L
-
ω
・印
O

印・

〈川け
)
F
F
L
・-ω
・印
om-

(お
)
H
Z【】
J
ω
・印
O

∞・

(

お

〉

〉

吋

r
2件。円
l
N
2
g
c
m・
〉
己
悶
己
回
同
ム
.

論

む

す

び

最
後
に
、
こ
れ
ま
で
の
考
察
を
ま
と
め
つ
つ
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
共
産
政
権
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
態
度
を
ど
う
評
価
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す
べ
き
か
に
つ
い
て
若
干
私
見
を
述
べ
、
結
論
に
か
え
た
い
と
思
う
。

ま
ず
最
初
に
、

ク
ン
政
権
崩
壊
直
後
に
行
な
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
議
論
を
み
よ
う
。

そ
こ
で
特
に
注
目
さ
れ
る
の

ー九一九年のオーストリア社会民主党とハンガリー・ソヴェト共和国の関係

は
、
八
月
四
日
ウ
ィ
ー
ン
の
地
区
労
働
者
協
議
会
で
表
明
さ
れ
た
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ァ
l
ド
ラ

l
の
見
解
で
あ
る
。
彼
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
-

ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
崩
壊
を
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
労
働
者
の
み
な
ら
ず
っ
万
国
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
」
に
と
っ
て
の
敗
北
で
あ
る
と
考
え

た
。
ァ

l
ド
ラ
ー
に
よ
れ
ば
、
「
反
動
は
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
だ
け
で
な
く
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
お
よ
び
社
会
主
義
一
般
を
攻
撃
す
る
た
め

に
、
こ
の
機
会
を
エ
ゴ
イ
ス
テ
ィ
ッ
ク
に
利
用
す
る
。
:
:
・
被
征
服
諸
国
に
お
い
て
資
本
主
義
と
戦
う
意
志
が
明
ら
か
に
最
も
強
い
と
い

う
事
実
は
、
相
変
わ
ら
ず
わ
れ
わ
れ
の
状
況
に
と
っ
て
決
定
的
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
社
会
主
義
を
導
入
し
う
る
可
能
性
は
、

不
幸

に
も
あ
ら
ゆ
る
点
で
非
常
に
弱
い
も
の
で
あ
る
o
」
こ
れ
は
「
悲
し
む
べ
き
真
実
」
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
諸
事
件
は
「
わ
れ
わ
れ

の
追
求
し
て
き
た
戦
術
が
正
し
か
っ
た
こ
と
を
」
示
し
た
c

「
も
っ
と
も
、
そ
れ
ら
の
戦
術
は
、
多
く
の
労
働
者
に
と
っ
て
は
理
解
す
る
こ

と
が
困
難
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
。
も
し
オ
ー
ス
ト
リ
ア
が
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
例
に
従
っ
て
い
た
な
ら
、

と
早
く
倒
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
C
T

て
」
う
し
て
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
は
、
正
し
い
政
策
を
選
ん
で
嵐
を
切
り
ぬ
け
た
こ
と
を
、
芹
ん

で
い
る
か
に
み
え
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
は
も
っ
と
ず
っ

し
か
し
困
際
共
産
主
義
は
、
第
二
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
特
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
主
義
に
対
し
て
、
痛
烈
な
非
難
を
浴
び
せ
た
。

ミ
ン
テ
ル
ン
の
執
行
委
員
会
は
一
九
一
九
年
八
月
五
日
の
声
明
の
な
か
で
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
崩
壊
に
主
要
な
責
任
が
あ
る

の
は
社
会
主
義
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
あ
る
と
の
見
解
を
示
し
、
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
「
帝
国
主
義
的
略
奪
者
た
ち
の
圧
迫
を

(
2
)
 

ま
た
社
会
的
反
逆
者
た
ち
の
大
い
な
る
裏
切
り
に
あ
っ
て
倒
れ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

コ
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う
け
、

カ
ー
ル
・
ラ
デ
ッ
ク
訳
出
ユ

閉
山
白
骨
戸
内
と
ク
ン
も
、
約
一
年
後
に
同
じ
調
子
の
発
一
言
を
行
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
ラ
デ
ッ
ク
は
、

(
3
v
 

ヅ
ト

l
t
ρ

ウ
ア

l
に
「
事
実
上
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー
ト
を
裏
切
っ
た
し
と
い
う
非
難
を
加
え
、
ま
た
ク
ン
は
、

フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ア

i
ド
ラ
!
と
オ

チ
ェ
コ
ス



説

ロ
ヴ
ァ
キ
ア
内
閣
の
社
会
主
義
者
と
ウ
ィ
ー
ン
の
社
会
民
主
主
義
者
を
、
そ
の
「
国
際
主
義
」

と
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁

に
反
対
し
て
協
商
国
と
同
盟
す
る
こ
と
で
し
か
な
か
っ
た
と
し
て
、
同
罪
で
あ
る
と
き
め
つ
け
て
い
る
。

百h
函問

こ
れ
ら
の
発
言
は
た
し
か
に
鋭
い
批
判
を
含
ん
で
い
る
け
れ
ど
も
、
政
治
性
、

イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
の
強
い
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

で
き
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
態
度
を
事
実
に
即
し
て
客
観
的
に
-
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
際
に
は

社
会
民
主
党
の
支
配
す
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
は
、

欧
に
お
け
る
共
産
主
義
の
狭
小
な
基
地
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
拡
張
し
よ
う
と
す
る
ソ
ヴ
ェ
ト
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
に
対
抗
し
て
協
商
国
と
同
盟
し
た
の
で
は
な
く
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
企
て
を
防
い
だ
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
特
に
オ
ッ
ト
!
・
パ
ウ
ア
l

の
ソ
ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
対
す
る
態
度
は
、

そ
の
思
想
の
微
妙

な
ニ
ュ
ア
ン
ス
、
特
殊
な
中
間
的
性
格
を
う
か
が
う
う
え
の
興
味
深
い
材
料
を
提
供
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
社
会
主
義
の
実
現
と
い
う
究

ま
た
ハ
ン
ガ
リ
ー
・
ソ
ヴ
ェ
ト
政
権
の
存
続
に
あ
る
種
の
政
治
的
効
果
を
期
待
し

極
目
標
の
点
で
ク
ン
と
共
通
す
る
も
の
を
見
い
だ
し
、

て
い
た
が
、
そ
の
非
民
主
的
・
独
裁
的
性
格
に
は
強
く
反
対
し
た
。
そ
の
点
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
は
、

イ
ズ
ム
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
対
抗
物
だ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
両
者
の
聞
に
は
真
剣
な
論
争
が
行
な
わ
れ
、

ロ
シ
ア
・
ポ
リ
シ
耳
、
ヴ

一
九
一
八
年
か
ら
一
九

年
に
か
け
て
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
は
、

ハ
ン
ガ
リ
ー
お
よ
び
ロ
シ
ア
の
共
産
主
義
か
ら
た
え
ず
毒
気
に
み
ち
た

攻
撃
を
う
け
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
八
年
十
一
月
オ
ー
ス
ト
リ
ア
に
新
し
く
成
立
し
た
民
主
的
共
和
国
は
、
社
会
民
主
党
に
大
き
な
希
望
を
与
え
る

も
の
で
も
あ
っ
た
。
彼
ら
は
、
あ
ま
り
述
く
な
い
将
来
に
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
手
段
」
に
よ
っ
て
も
す
な
わ
ち
住
民
の
大
多
数
の
支
持
を

の
み
な
ら
ず
、

得
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
の
社
会
主
義
的
目
標
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
一
時
期
考
え
、

か
っ
そ
れ
を
希
望
し
た
と
し
て
も
、

て
不
自
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
一
九
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
の
騒
々
し
い
雰
囲
気
の
な
か
で
、
社
会
民
主
党
系
労
働
者
の
う
ち
急
進
的
な
か
な
り
の
も
の
が
ソ

否
定

~Ut27(3 ・ 4-44)402

中
決
し



ヴ
ェ
ト
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
に
同
情
を
よ
せ
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
が
、

し
か
し
実
際
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
と
共
産
主
義
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
連
合
を

望
ん
ど
の
は
、
微
弱
な
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
産
党
だ
け
で
あ
っ
た
。
伝
統
的
な
ド
イ
ツ
民
族
的
考
慮
、

ド
イ
ツ
社
会
民
主
党
と
の
長
期
に
わ

一九一九年のオーストリア社会民主党とハン力リー・ソヴェト共和問の関係

た
る
過
去
の
つ
な
が
り
は
、

オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
指
導
者
た
ち
を
、
「
マ
ル
ク
ス
主
義
の
ロ
シ
ア
的
変
種
」
の
支
配
す
る
ハ
ン
ガ

リ
ー
よ
り
も
、

ド
イ
ツ
と
の
〉

E
n
r
z
g
支
持
に
傾
か
せ
、
新
オ
ー
ス
ト
リ
ア
共
和
国
は
む
し
ろ
東
方
か
ら
強
く
脅
か
さ
れ
て
い
る
と
感

じ
さ
せ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
は
、
自
国
の
共
産
化
を
退
け
、

ロ
シ
ア
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
か
ら
の
誘
惑
に
抵
抗

し
、
ブ
ダ
ベ
ス
ト
・
ウ
ィ
ー
ン
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
の
聞
に
連
合
を
形
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
。
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
」
を
中
欧
全
域
に
拡
大

し
よ
う
と
す
る
共
産
主
義
者
の
企
凶
と
、
衝
突
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
共
産
化
は
た
だ
ち
に
連
合
諸
国
の
干
渉
を
招
く
で
あ
ろ
う
と
い
う
大
き
な
不
安
が
あ

っ
た
。
オ
ッ
ト

l
・
パ
ウ
ア

l
に
指
導
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア
外
交
政
策
の
犯
い
は
、
経
済
的
・
軍
事
的
に
弱
体
で
あ
る
新
共
和
国
が
新

同
時
に
ま
た
そ
の
背
後
に
は
、

た
な
戦
争
に
巻
き
こ
ま
れ
る
こ
と
を
さ
け
、
中
欧
の
中
心
部
に
東
・
西
聞
の
中
立
地
帯
と
政
治
的
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
要
塞
を
打
ち
立
て
よ

う
と
す
る
に
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
オ
ー
ス
ト
リ
ア
政
府
は
、

ソ
ヴ
ェ
ト
・

ハ
ン
ガ
リ
ー
を
封
鎖
し
た
り
こ
れ
に
攻
撃
を
し
か
け
た
り
す
る

山
川
で
西
側
協
商
諸
国
や
新
興
継
承
諸
国
に
協
力
す
る
こ
と
は
い
っ
さ
い
拒
否
す
る
決
意
を
示
し
た
が
、
し
か
し
そ
の
反
面
、
食
糧
や
原
料

に
つ
い
て
協
商
国
に
依
存
し
て
い
た
た
め
に
、
反
協
商
国
政
策
を
追
求
す
る
余
裕
は
な
か
っ
た
し
、

彼
ら
は
、
し
ば
し
ば
西
側
諸
国
の
帝
国
主
義
的
態
度
、
講
和
の
条
件
、
協
商
国
の

ま
た
そ
れ
を
望
み
も
し
な
か
っ
た
。

〉コ田口
Y
E
a
-反
対
な
ど
を
は
げ
し
く
批
判
し
た
け
れ

ど
も
、
他
点
、
東
か
ら
の
共
産
主
義
の
続
進
撃
は
、
こ
れ
を
撃
退
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
と
は
か
な
り
異
質
で
あ
っ
た
う
え
に
、
第
一
次
大
戦
直
後
の
走
大
な

要
す
る
に
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
は
、

歴
史
的
時
機
に
大
き
な
戦
略
的
意
義
を
も
っ
国
を
支
配
し
て
い
た
た
め
に
、

中
欧
に
お
け
る
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
拡
大
の
運
命
を
決
す
る

は
ず
の
闘
争
に
お
い
て
、
事
実
上
ボ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
反
対
者
と
な
ら
ざ
る
を
え
ず
、
新
民
主
共
和
国
を
ポ
リ
シ
ェ
ヴ
イ
ズ
ム
の
脅
威

~tì去27(3 ・ 4-45)403



;品

か
ら
防
衛
す
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
っ
た
。

し
か
し
ま
た
こ
の
過
程
に
み
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
リ
ア
社
会
民
主
党
の
中
間
的
で
不
徹
底

な
態
度
は

一
種
の
宿
命
と
は
い
い
な
が
ら
、
戦
間
期
の
同
党
の
そ
の
後
の
運
命
を
す
で
に
予
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
も
い
え
る
で
あ
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